
L

・

P

・

ハ

1

1
「

ー
ノ
ー

1

ー

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ

ア

の

ハ
ー

ト

リ

ー

の
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ

ア

(
こ鳥

越

輝

昭

は
じ
め
に

79

L

・
P

・
ハ
ー
ト
リ
ー

(い
.
勺
・
団
餌
三

2

』

。。
霧

山
㊤
刈
N
)
と

い

っ
て
も

、
今

の
日
本

で
は
知

る
人

の
あ
ま
り

い
な

い
作
家

で
あ

ろ

う

。
名
を
知
る
人
も
、
お
そ
ら
く
は
怪
奇
物

の
短
編
作
家
と
し

て
記
憶
を
止

め
て

い
る

の
で
は
な

い
か
。

ハ
ー
ト

リ
ー

の
怪
奇
短
編
小

説
は
、

「
ポ
ド

ロ
島

勺
o
α
o
一〇
」

が
、
か

つ
て
江
戸
川
乱
歩

編

『世
界
大

ロ

マ
ン
全

集
、
第

三
八
巻
、
怪

奇
小

説
傑
作
集

　

(東

京
創

元
社
、

一
翫

。。
、

宇
野
利

康
訳
)

の
巻

頭
に
収
録

さ
れ

て
以
来
、

一
ダ
ー

ス
ほ
ど

の
作
品
が

邦
訳

さ
れ
た
。

そ

の
う
ち

の
二
、

三
点
は
、
現
在

流
通
し

て
い
る
選
集
に
も

入

っ
て

い
る
。
そ
れ

に
、
今
は
絶
版
だ
が
、
集
英
社

の

『世
界
短
編
文
学

全

集

2
、

イ
ギ

リ

ス
文
学

二
〇
世
紀
』

(一
り
8
)

に
も

怪
奇
的
短

編

「
W

・
S
」

が
収

録
さ
れ

て

い
た
。

ハ
ー
ト
リ

ー
は
本

邦
で
も

、

怪
奇

的
傾
向

の
短
編
作
家

と
し
て
、
小

さ

い
な

が
ら

一
角
を
占
め

て
き

た
よ
う

で
あ

る
。

し

か
し
、

長
編
小
説
作
家
と
し

て
の

ハ
ー
ト

リ
ー
に

つ
い
て
は
、
そ
う

で
な
か

っ
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
生
涯
に
十
七
冊

の
長
編
小

説
を

出
版
し

た
作
家

で
あ

る

の
に
対
し

て
、
短
編
小

説
は
、
分
厚

い
も

の
な
が
ら
、

一
冊

に
ま
と
め
ら
れ
る
ほ
ど

の
数
し

か
書

い
て
い



な

い
。
単
純

に
量

的
に
見

て
も

、
本
領
は
長
編
小
説
に
あ

っ
た
と
見

る

べ
き
だ

ろ
う

。
ま
た
、
質

の
点

で
も
、

ハ
ー
ト
リ
ー
研
究
家
ビ

ー

ン

の
よ
う

に
、

怪
奇
的
短
編
は

「
副
業
的
仕
事
」
に
過
ぎ
ず
、

シ
リ

ア
ス
な
作
家
と
し

て

の
本
領
は
長
編

に
あ

る
、
と
言

い
切

っ
た

人

も

あ

る

(勺
Φ
叶
Φ
「

しd
δ
戸

い

、

爵

㌧
職
Φ
脚

勺
①
目
=
ω
覧

く
9
巳
勲

℃
Φ
コ
コ
ω
覧

く
o
p
一餌

Qo
什
0
9

d
.
勺
こ

一
㊤
⑦
QQ
)
。

と

こ

ろ

が

、

長

編

作

家

と

し

て

の

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
本
邦

で
ほ
と

ん
ど
紹
介
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
。
唯

一
の
例
外
と
し

て
、

五
十
年
前
と

三
十
数
年
前

に
、
代
表

的
長
編

の
ひ
と

つ

§

①

O
o
』
無
ミ
Φ
魯

が

二
度
、
邦

訳
出
版
さ
れ
た

だ
け

で
あ

る

(蕗

沢
忠
枝

訳

『恋
を

覗
く

少
年
』

一
㊤
誤

、
森

中

昌
彦
訳

『亦
幽

一
リ
コ

)
。
も
う

ひ
と

つ
の
代
表
的
長
編

肉
器

壁
。
Φ

き

魁

建

9

三
部
作
は
、

こ
れ
ま

で
邦
訳
さ
れ
な
か

っ
た
。

ハ
ー
ト

リ
ー

に
関
す
る
本
邦

で

の
こ
れ
ま

で
の
紹
介

の
さ
れ
方
は
、

い
び

つ
で
あ

っ
た
と

い
え

る
だ

ろ
う
。
ま

た
、
評
伝
も

研
究
書
も
、

こ
れ

ま

で
日
本

で
は

出
版
さ
れ
な

か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

齋
藤
勇

『イ
ギ

リ

ス
文
学
史
』

(第

五
版
、
研
究
社

お
謹

)
も
、

ハ
ー
ト

リ
ー
に

は
ま

っ
た
く

言
及

し
な
か

っ
た
。

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク
な

研
究
対
象

に
も
、
あ
ま
り
な
ら
な

か

っ
た
と

い
え

そ
う

で
あ
る
。

日
本

で
出
版

さ
れ

て

い
る
文

学
事

典

の
記
述

に
も

、
少

し
問

題
が

あ
る
よ
う

に
思
う

。

『英
米

文
学
事

血
自

(研
究

社
、
第

三
版
、

一
㊤
。。
㎝
)
、

『新
潮
世
界
文

学
事
墓

(新
潮
社
、
増
補
改
訂
版
、
一
ゆ
㊤
O
)
、

『集

英
社
世
界
文
学
事
血
畠

(集
英
社
、

b。
O
O
N
)
、

『イ
ギ
リ

ス
文

学
辞

曲
自

(研
究
社
、

卜。
O
宝

)

に
は
、

い
ず

れ
も

ハ
ー
ト
リ
ー

に
関
す

る
短

い
紹
介
が

あ
る
。
特

に
集
英
社
版

の
記
述
は
、

短

い
な
が

ら
充
実
し
た
も

の
で
あ

る
。
し
か
し
、
ど

の
事
典

の
記
述
に
も
、

こ

の
作
家
と
イ

タ
リ

ア
の
都

市
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
関
す

る
言
及
が
全

く
な

い
。
だ

が
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
壮
年
期

の
十
数
年
間

毎

年
、

一
年

の
半
分
を

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
暮
ら
し
た

人
で
あ

る
。
事
実
上

の
処
女

作

⑦
§

§

無

餅

、
o
誌

註
の

(
一
㊤
願

)
も

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を

舞

台

に
す

る
中

編
小

説

で
あ

っ
た
し

、
代

表
作

肉
器

慰
8

き

魁

建

紆

三
部
作

の
第

三
部

肉
蕊

賦
o
Φ
き

戚

題

魯

(一
㊤
ミ

)
は
ほ
ぼ
全
体
が
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を
舞
台

に
し

て
お
り
、

(「ポ
ド

ロ
島
」
も

ふ
く

め
て
)

短
編
数
慮

も
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
材
を
採
る
も

の
で
あ

っ
た
。

ハ
ー
ト

リ
ー

の
妹
も
、

兄
の
伝

記
を

書
こ
う
と
し

て

い
た

エ
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イ

ド
リ

ア
ン

・
ラ
イ
ト

に
、

「
み

ん
な

は
レ
ズ

リ
ー

が
英
国

フ

ェ
ン
ラ
ン
ド

地
方

の
作
家
だ

っ
た
と

い
う

で
し

ょ
う

が
、
そ

れ
と
お
な

じ
く

ら

い
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
作

家
で
も
あ

っ
た

の
よ
」
、
と

語

っ
た

そ
う

で
あ

る

(〉
匹
二
き

芝

二
ゆq
算

穿

蝕
題

O
o
§

ミ

、
§

Φ

卜
潜

ミ

い

、

窪

㌧
譜

胴

い
o
口
α
o
巨

〉
　
α
『
ひ
∪
Φ
ロ
9
戸

お
⑦
⑦
も

.
N
置
)
。

そ
う

い
う

意
味

で
は
、
文
学
事
典

に
も
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

に
深
く

関
わ

っ
た

作
家
で
あ

っ
た
、
と

い
う

一
句

は
あ

っ
て
も
よ

い
だ

ろ
う

。

と

こ
ろ
で
、

博
識

の
英
文
学
者

、
富
士
川
英
夫
は

『新

・
東

西
文
学
論

　

(み
す
ず

書
房
、

N
O
O
ω
も

・
嵩
O
)

の
な
か

で
、

現
在
も
英

国

で
よ
く

読
ま

れ

て

い
る
作

品
と
し

て

ハ
ー
ト
リ
ー

の

↓
富

O
o
蜘

象
ミ
Φ
亀

に
ふ
れ

て

い
る
が
、

ハ
ー
ト
リ
ー

の
英
語
圏

で

の
評
判

や
読
ま

れ
方
は
、

ど

の
よ
う
な
も

の
だ

っ
た
か
。

こ

の
拙
文

の
執
筆
時
点

で
、

ハ
ー
ト
リ
ー

の
作

品
は
、
肉
霧

ミ
o
Φ
き

織

窪

魯

三
部

作
と

臣

Φ

O
o
巳口
簿
ミ
Φ
Φ
b
が
流
通
し

て
お
り
、

近

々
艶
臼
§

象
緯

、
①
き

。・
が
復
刊
さ
れ
る
模
様

で
あ

る
。

憲

①
津

Φ
§

鴫
に
は
カ

セ

ッ
ト
朗
読
版
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
ほ
か
に
、

ラ
イ

ト
に
よ
る
伝
記

(前

掲
書
)

一
冊
も
流

通
し

て

い
る
。
た
し
か
に
、

ハ
ー
ト
リ
ー

の

一
部

の
作
品
は
読
み
継
が
れ
、

著
者

へ
の
関
心
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
、
あ

る
と

い
う

こ
と
だ

ろ
う
。

英
語
圏

の
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
や
教
育
界

で
の

ハ
ー
ト

リ
ー

の
評
価
を
瞥

兄
す
る
た
め

に
、

一
冊
本

の
英
文
学
史
を

覗

い
て
み
よ
う

。

ハ

ー

ト

リ
ー

死
去

の
年

(
一
九

七

二
年
)

に
出

版
さ

れ
た

憲

Φ

O
§

息
鴇

G
鋤
白

ぴ
識
轟

㊦

穿

曳
、的
》

霞

融
建

貯
奉

(O
餌
ヨ
耳

置
σq
①
"

9

日
訂

匡
αq
Φ
d
・
℃
`
一
零

卜。
・邦
題

『ケ

ン
ブ
リ

ッ
ジ

版
イ

ギ
リ
ス
文
学

史
』
)

の
、
現
代
を
扱

っ
た
章

で
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、

¶少
年
期

や
青
年
期
を

ま

こ
と

に
鋭
く

描

い
た
小
説
家
た
ち
」

の
ひ
と
り

と
し
て
、

J

・
D

・
サ
リ

ン
ジ

ャ
ー
な
ど
と
並

べ
て
名
を
挙
げ

ら
れ
て

い
た

(P

O。
㊤
㊤
)。

こ

の
時
点

で

の

ハ
ー
ト
リ
ー

の
評
価
は
、
か
な
ら
ず

し
も

低
く
な

か

っ
た

よ
う

で
あ
る
。
だ

が
、

死
後
十

五
年
、

一

九

八
七

年

出

版

の

勺
簿

勾
o
ゆq
巽

ψ

Φ
9

§

Φ

O
き

こ

竃

に
。。
q
ミ
亀

§

8
儲

O
㌦
穿

讐

b

虻

紺
『
恥
建
奉

(○
客
8
目
臼

○
改
o
a

¢
.

勺
・」

㊤
。。
刈
)

で

は

、

ハ
ー

ト

リ

ー

へ

の

言

及

が

ま

っ
た

く

な

い
。

一
方

、

わ

り

あ

い
新

し

い

二

〇

〇

〇

年

出

版

の

㌧§

。
富

亀



82

》
富
釜

旨
亀
Φ
お

》

§

8
信

亀

穿

箕

魯

卜
、器
建

貯
竈

(じu
四
ω
ヨ
σq
。。
8

評
Φ
ら

巴
ゆq
舜

く
Φ
ζ

p。
。
ヨ
旨
き

b

O
O
O
)

に
は

ハ
ー

ト

リ

ー

へ
の

言

及
が
あ

る

の
だ

が
、

こ

の
な

か

で
は
、

一
こ
れ
ら

〔
ア

ン
ト

ニ
ー

・
パ
ゥ

エ
ル

の
二

つ
の
小

説
〕

は
、
肉
蕊

慰
o
Φ
琶

魁

」§

審

と

§

Φ

O
o
-し
象
妄
o
魯

の
著
者

L

・
P

・
ハ
ー
ト
リ
ー
に
よ
る
書
評

で
高
く

評
価

さ
れ
た
」
、
と
書

か
れ

て
い
る

(O
・
ω
望
)
。

つ
ま
り

、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
第

一
義
的

に
は
書

評
家
と
し

て
紹
介
さ

れ
て

い
る

の
で
あ

る
。
か

つ
て
、

ハ
ー
ト
リ
ー
評
伝

の
著
者
ジ

ョ
ー

ン
ズ

は
、

喘
ハ
ー
ト
リ
ー
は
広
範

な
人
気
を
博

し
た

こ
と

の

一
度
も
な

か

っ
た
小

説
家
だ

が
、
熱
心
な
読
者
た
ち

が
、
英
国
や
米

国
各

地

の
大
小

の
図
書
館

で
、

い
つ
も

〈
発
見
〉

し

続
け
る
作
家
」
だ

と
書

い
た

(団
α
≦
母
α

臼

」
o
口
Φ
ρ

い

、

建

達

Φ
繁

じd
o
。。
8
目

↓
芝
昌

ロ
Φ

勺
二
げ
一一ω
げ
Φ
『
。。
.
一
零

。c
も

.
一
一
)。

現
在

の
英
語
圏

で
の
状
態

も
そ
う

い
う
も

の
で
あ

る

の
か
も
し

れ
な

い
。

さ
て
、

拙
稿
で
は
、

三
回
に
分
け

て
、

こ
の
作
家
と
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
と

の
関
連
を

三
様
に
捉

え
て
み
た

い
。
第

一
回
は
、

こ

の
人
物

の
生
涯

の
な

か
で
こ

の
都

市
が
果
た
し
た

役
割
、
第

二
回
は
、
こ

の
作

家
が
作
品

の
な
か
で
こ
の
都
市
を
ど

の
よ
う

に
描

い
て

い
る
か
、

第

三
回
は
、

こ
の
作
家

の
文
学
活
動

の
な
か

で
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
が
ど
う

い
う
意
義
を
持

っ
た

の
か
に

つ
い
て
で
あ

る
。

回
を

追
う

に
従

っ
て
、

ハ
ー
ト

リ
ー
が
、
第

一
に
、
単

に
怪
奇
的
短
編

の
書
き
手

で
は
な

か

っ
た

こ
と
、
第

二
に
、

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
深

く
関
わ

っ
て
、

そ
こ
に
重
要
な
題
材
を

採

っ
た
作
家

で
あ

る
こ
と
、
第

三
に
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
と

の
関
わ
り
方
と
題
材

の
取
り

上
げ

方

の
特
徴
も
、
お

の
ず
と

明
ら

か
に
な

る
で
あ

ろ
う
。

今

回

の
拙
文
だ
け

に

つ
い
て

い
え

ば
、

こ
れ
ま

で
、
邦
語

に
よ
る

や
や
詳
し

い
伝
記
は
な
か

っ
た
し
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
と

の
関
わ
り

に

つ
い
て
述

べ
た
伝
記
も

な
か

っ
た

の
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
か
ら

い
っ
て
も
、
拙
文
に
若
干

の
意
義
は
あ

る
だ

ろ
う

と
考
え

て

い

る
。

、



一

略

伝

L

・
P

・
ハ
ー
ト

リ

ー

の
略

歴
を

述

べ
て

お

こ
う

。

以

下
、

ハ
ー

ト

リ

ー

の
伝

記

的

事
実

に

つ

い
て
は

、

主

に
、

ハ
ー

ト

リ

ー

に
関

す

る
唯

一
の
詳
細
な
伝
記

〉
酔
冨
口

芝

ユ
σq
げ
戸
ぎ

、
鋭
讐

O
o
§

貫

憲

。
虻
箒

o
㌧
い

、

§

遷

Φ
聴

ピ
o
巳

。
コ
…
〉
巳

器

∪
Φ
葺
ω
9

・

一
8

⑦
に
依
拠
す

る
。

こ
れ
は

私
信
を
た

ん
ね

ん
に
利
用
し

た
労
作

で
あ
り
、

し
か
も

こ

の
伝
記

の
完
成
後

に
、

親
族

の
手

元

に
あ

っ

た
私
信
は

処
分
さ
れ
た

そ
う

で
あ

る
か
ら
、
伝
記
的
事
実

の
多
く

に

つ
い
て
は
、

こ
の
本
に
頼
る
し
か
な

い
の
で
あ

る
。
な

お
、

こ
の

ハ
ー
ト

リ
ー
伝

に
も
と
つ
く
事
実

に

つ
い
て
は
、
煩
項

に
な

る
の
で
、
原
則
と
し

て
引
証
を

示
さ
な

い
こ
と

に
す

る
。
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レ
ズ

リ
ー

・
ボ

ウ

ル
ズ

・
ハ
ー
ト

リ
ー

(ピ
Φ
鴇

Φ
勺
o
δ
。。
山
霞
¢
Φ
望
)
は

一
八
九

五
年
十

二
月

に
ウ
ィ
ト

ル
シ
ー

(≦
-匡
旦
㊦
ω
Φ
《
)

に
生
ま

れ
、

一
九
七

二
年
十

二
月
、

ロ
ン
ド

ン
で
死
去
し
た
。

死
因
は
心
臓
病
で
あ
る
。
享
年

七
十

七
歳

で
あ

っ
た
。

レ
ズ

リ
ー

の
生
地

ウ
ィ
ト

ル
シ
ー
は
、
ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ

州

の
古

都
ビ
ー
タ
ー
バ
ラ
か
ら
お
よ
そ

六

マ
イ

ル
離
れ
た

町
で
あ

る
。
十
九

世
紀

末
年

(一
。。
り
一
)

の
統
計

で
は
、
ウ

ィ
ト

ル
シ
ー

の
人

口
は
、

周
辺

の
沼
沢
地

や
村
を

併
せ

て
六
、

三
四
五
人

で
あ

っ
た
。

こ
の
地

方

は
、

ロ
ン
ド

ン
市
場
向
け

の
小
麦
、

エ
ン
ド
ウ
豆
、
ジ

ャ
ガ
イ

モ
を
産
し
、
ま

た

日
干
し
煉

瓦
を
産

す
る
場
所
で
あ

っ
た
。

レ
ズ

リ
ー

の
父
、

ハ
リ
ー

・
バ
ー

ク

・
ハ
ー
ト
リ
ー

(山
舞
昌

じU
㊤
蒔

出
霞
梓一Φ
《
)

は
、
事
務
弁
護
士

で
あ

っ
た
が
、
加
え

て
事
業

の
才

が
あ

っ
た
。

ハ
リ
ー
は
、

一
八
九

八
年
、

地
元

の
煉
瓦
会
社

の
重
役

に
な

っ
た
が
、

こ
の
会
社
は
、
窯
焼
き
に
適
し
た
良
質

の
粘

土

の
発
見
と
、

折
か
ら

の
煉
瓦

需
要
と

に
よ
り

発
展
し
た
。
息

子

レ
ズ

リ

ー
が
、

上
層
中
産

階
級

の
子
弟
と

し

て
生
育

で
き

た

の
は
、

父
が

煉
瓦
事

業

で
成
功
し
た
お

か
げ

で
あ

る
。
成
功

の
ほ
ど

は
、
途

中
か
ら

ハ
ー
ト

リ
ー

一
家

の
住
ま

っ
た
住
居
に
見
る

こ
と
が

で
き

る
。

一
九

〇

八
年

、

一
家

は
引

っ
越
し
を

し

た
が

、
越

し
た

先
は

、
ピ

ー

タ
ー

バ

ラ
市

の
町
外

れ

に
あ

る

、

フ
レ
ト

ン

・
タ

ワ
ー
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(「
一Φ
耳
8

↓
o
≦
興
)

と

い
う

名

の
邸
宅
で
あ

る
。
屋
敷
は
ゴ

シ

ッ
ク
様
式

の
小
型

の
城
と

い
え
そ
う

な
建

物

で
、
お
よ
そ
九

工
ー
カ

ー

の
広

い
土
地
が

つ
い
て

い
た
。

父

ハ
リ
ー

・
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
宗

教
的

に
は

メ

ソ
ジ

ス
ト
派

の
キ

リ

ス
ト
教
を

信
仰
し
、

政
治
的

に
は
自
由
党
支
持
者

で
あ

っ
た
。

ハ
リ
ー
は
読
書
家

で
、

少
年
レ
ズ

リ
ー

の
本
に

関
ず

る
知

識
は
、

父
と

の
会

話
か
ら
得
た
も

の
が
多
か

っ
た
。

ハ
リ
ー
は
判
断
力
に
絶

対

の
自
信
を
持

っ
て

い
る
ひ
と

で
あ

っ
た
。

母

ベ
シ
ー

(しd
Φ
ω
ω
一Φ
)
は
、
そ
れ
と
対

照
的
に
、

心
配
性

で
、
神

経
質

で
、
家
族

の
成
功

を

生
き

甲
斐

に
す

る
女

性
で
あ

っ
た
。

ベ
シ
ー
は
、

テ

ニ
ソ
ン
や

ロ
ン
グ

フ

ェ
ロ
ー

の
詩
を
好

ん
だ
。
信
仰
は
、

ハ
リ
ー
と

同
じ
、

メ

ソ
ジ

ス
ト
派

で
あ

る
。

ハ
リ
ー
と

べ
シ
ー
は

一
八
九

一
年

に
結
婚
し
た
。
結
婚
生
活
は
幸
福
な
も

の
で
あ

っ
た
と

い
う
。
ふ
た
り

の
あ

い
だ

に
は
、

翌

一
八

九

二
年
に
、
長
女

エ
ニ
ッ
ド

・
メ
ア
リ
ー

(国
コ
一傷

7
{
簿
村
《
)

が
生
ま

れ
、
九

五
年

に
、
長

男
レ
ズ

リ
ー

・
ボ

ウ
ル
ズ
が

生
ま

れ
、

一

九

〇
三
年

に
次
女

ア

ニ
ー

・
ノ
ー

ラ

(L♪
　ロ
コ
一Φ
H4
0
『
鋤
げ
)
が
生
ま
れ

て

い
る
。
長
男

に

つ
け
ら

れ
た

名

レ
ズ

リ
ー
は
、

文
人

レ
ズ

リ

ー

・
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン

(小
説
家
ヴ

ァ
ー
ジ

ニ
ア

・
ウ

ル
フ
の
父
)
に
ち

な
ん
だ
も

の
だ

そ
う

で
あ

る
。

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は

両
親

の
尊
敬

し

て

い
た

人
物
だ
そ
う
だ

が
、

ふ
た
り

に
文
学
趣
味
が
あ

っ
た

こ
と

は
、
こ

の
命
名

に
も

知
ら

れ
る
。

こ
れ
ら

の
子
供
た
ち

の
育

っ
た
家

庭
は
、
ピ

ュ
ー
リ
タ

ン
的
雰

囲
気

に
満
ち

て

い
た
。

メ

ソ
ジ

ス
ト
派

の
ピ

ュ
ー

リ
タ

ニ
ズ

ム
は
、

父
親

ハ
リ
ー

の
場
合
に
は
、
「
ス
ト
イ

ッ
ク
な

理
性
主
義

一
に
傾
ぎ

、

母
親

ベ
シ
ー

の
場
合

に
は
、
「
他
人

に
正
し

い
進
路
を
進
ま
せ
る

た
め

に
は
、
自
分

は

い
か
な

る
苦
痛
も

忍
ば
ね
ば
な
ら
な

い
」
、
と

い
う

体

の
も

の
だ

っ
た
そ
う

で
あ

る
。

こ
の
家
庭

で
は
、
飲

酒
は

眉
を
ひ
そ
め
ら

れ
、
ト

ラ
ン
プ
遊
び
は
許
さ
れ
ず

、
美
的
感
興
に
ふ
け

る
の
も
喜
ば
れ
な

か

っ
た
。
だ
が
、
息

子
の
レ
ズ

リ
ー
は
、
両

親

の
ピ

ュ
ー
リ

タ

ニ
ズ

ム
を
受
け
継
ぎ

つ
つ
も

、
そ
れ
か
ら

逃
れ
よ
う

と
す
る
心
を

合
わ
せ
持

っ
て

い
た
よ
う

に
見
受
け
ら
れ

る
。
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レ
ズ

リ

ー

・
ボ

ウ

ル
ズ

・
ハ
ー

ト

リ

ー

は

、

丸

顔

の
、

ウ

ェ
ー

ブ

し

た

髪
を

持

つ
、

病

弱

な

子

供

で
あ

っ
た

。

当

時

ピ

ー

タ

ー

バ

ラ

の
よ
う
な

田
舎
町
は
社
交

に
乏
し

い
場
所

で
、

レ
ズ

リ
ー
少
年
も
館

の
な
か

に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
育
ち

、

心
配
性

の
母
親

の
関
心

を
専
ら

に
し
て

い
た
。

少
年
時

代

の
レ
ズ

リ
ー

は
、
姉

エ

ニ
ッ
ド
と

と
も

に
、
家

庭
教
師
か
ら
教
育
を
受

け
た
。

そ

の
後
、

レ
ズ

リ
ー
は
、

一
九

〇

八
年
、

サ
ネ

ッ
ト

州
ク
リ

フ
ト

ン
ヴ

ィ
ル

(Ω
澤

8

<
三
ρ

↓
げ
き

9

に
あ

っ
た

予
備
学
校

の
寄
宿
生
と
な

っ
た
。

ま
も

な
く
十

三
歳

に
な

ろ
う

と
す

る

こ
ろ
で
あ

る
。

レ
ズ

リ
ー
は
勤
勉

で
真

面
目
な

生
徒

で
あ

っ
た
と

い
う
。

こ
の
学
校

で
、
中
産
階
級
出
身

の
レ
ズ

リ
ー
は

は
じ
め

て
上

流
階
級
出
身

の
少
年
た
ち
と
も
知
り

合
う

こ
と

に
な
る
。

こ

の
の
ち
、

レ
ズ

リ
ー
は
生
涯
、
上
流
階
級

の
生
活
ぶ
り

に
魅

了
さ
れ
、

こ
の
階
級

の
周

辺
に
生
き
る
よ
う

に
な
る
。

一
九

一
〇
年
、
レ
ズ
リ
ー
は
港
町
ブ
リ

ス
ト

ル
近
郊

の
パ
ブ

リ

ッ
ク

・
ス
ク
ー

ル

(Ω
捧
8

0
0
一一Φ
。q
Φ
)
に
進
学
し
た
が
、

胸
部
疾

患

の
兆
候
が

現
れ
た

の
で
退

学
し
、

別

の
パ
ブ
リ

ッ
ク

・
ス
ク
ー

ル
、

ハ
ロ
ウ

(出
9
窺
o
毛
)

に
進

学
し
た
。

レ
ズ

リ
ー
は
、

こ

の
名

門
校

で
の
生
活
を
楽
し

ん
だ
そ
う

で
あ

る
。

ハ
ロ
ウ
時
代

の
レ
ズ

リ
ー
は
主
席
と
な

る
ほ
ど

学
業

に
優
れ
、
ピ

ア
ノ
も
学
校

の
コ
ン
サ

ー
ト
で
演
奏
す

る
ほ
ど

の
腕
前
で
、

フ

ッ
ト
ボ

ー

ル

・
チ
ー
ム

の
主
将
も
務
め
た
。

ハ
ロ
ウ
在
学
中

の

一
九

一
二
年
、

レ
ズ

リ
ー
は
両
親

の
宗
教

で
あ

る
メ

ソ
ジ

ス
ト
派
を
去
り
、
英

国
国
教

に
改
宗
し

て

い
る
。
英

国

社
会

の

エ
リ
ー
ト
を
育

て
る

ハ
ロ
ウ
校

で
は
、

メ

ソ
ジ

ス
ト
派

の
生
徒

は
全
校
生
徒
中
わ
ず
か

二
十
人
ほ
ど
し
か

い
な
か

っ
た
そ
う

で

あ

る
。

こ

の
改
宗
に

つ
い
て
、
伝
記
作
者

ラ
イ
ト

は
、
宗

教
的
熱
意
か
ら
成
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、

ス
ノ
ビ
ズ

ム

の
現
れ

で
あ

ろ
う

と

い
う

(前
掲

書
・
b
・
ω
。。
)。

半
ば

は
そ

の
と
お
り

で
あ

ろ
う
。

た
だ
し
、

レ
ズ

リ
ー
が
教
会
建
築

や
聖
歌

の
美
し
さ

に
惹

か
れ
た

の

を
取
り

上
げ

て
、
宗
教

の
本
質

で
な

い
些
末
な
装
飾

に
惹

か
れ
た

の
だ
と

ラ
イ
ト
が

い
う

の
は
、
英
国
国
教

の
よ
う

な
典
礼
を

重
視
す
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る
宗
派

に

つ
い
て
は
正
し
く
な

い
だ

ろ
う

と
わ
た
く
し

は
思

つ
。

ハ
ロ
ウ
時

代

の
レ
ズ

リ
ー
は
、

文
学
趣
味
も

育
て
た
。

好
ん
だ
作
家

は
、

エ
ミ
リ
ー

・
ブ

ロ
ン
テ
、

ホ
ー

ソ
ン
、

ヘ
ン
リ
ー

.
ジ

ェ

イ

ム
ズ

で
あ

っ
た
。
レ
ズ

リ
ー
は
、
在
学
中
に
、
ブ

ロ
ン
テ
に

つ
い
て
は
論
文
を
、
ホ
ー

ソ
ン
に

つ
い
て
は

エ
ッ
セ
イ
を

書

い
て
い
る
。

レ
ズ

リ
ー
は
、
そ

の
後
、
生

涯
ブ

ロ
ン
テ
を
愛
好
し
、
ホ
ー

ソ
ン
に
魅

了
さ
れ
続
け
た
。

一
九

一
五
年
十
月
、

レ
ズ

リ
ー
は
、
オ

ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
、

ベ
イ

リ
オ

ル
学
寮

に
入
学
し
た
。

そ

の
前
年

に
は

第

一
次
世
界
大
戦

が
始
ま

っ
て

い
て
、

入
学

の
翌
年
馬

ハ
ー
ト
リ

ー
も
、
あ
ま
り
気
乗
り

の
し
な

い
ま
ま
、
志
願
し

て
軍
隊
に
入

っ
た
。

し
か
し
、
肺
と

心
臓

の
不
調

ゆ
え

に
、
戦
場

に
出
る
こ
と
な
く
、

一
九

一
八
年
九
月

に
除
隊
と
な

っ
た
。
こ

の
体
験

の
結
果

と
し

て
、
国

の
た
め
に
働

け
な
か

っ
た
悔

い
と
、
「
は
み
出
し
者
」
意
識
と

が
残

っ
た
様

子
で
あ

る
。

同
年
十
月
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は

オ

ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
に
復

学
し
た

。
大
学
で
、

レ
ズ
リ
ー
は
、
自
分

の
出
身
階
級
よ
り
も
上

の
階

級

の
学

友
た

ち
と

交

際
す

る

傾
向

が
あ

っ
た

。
そ

の
ひ
と
り

が
、

ま

も
な

く

評
論
家
と

し

て
名
を

成
す

デ
イ
ヴ

ィ

ツ
ド

・
セ
シ

ル

(一)
pρ
<
一ら

〔
)Φ
O
一一・
一
㊤
O
bo
l一
㊤
oQ
①
)
で
、

こ
れ
は

ソ
ー
ル
ズ

ベ
リ
ー
侯
爵

の
子
息

で
あ

っ
た
。
在

学
中

に
、

ハ
ー
ト

リ
ー
は
上
流
社
会

に

も
出

入
り
し

始
め
た
。

親
し
く

交
際

を
し

て
も

ら

っ
た
な

か
に
、

ア
ス
キ

ス
家
が
あ

る
。
第

一
次
世

界
大
戦
勃
発

の
頃
首
相
を
務
め

て

い
た

政
治
家

ハ
ー
バ
ー
ト

・
ヘ
ン
リ
ー

・
ア
ス
キ

ス
の

一
家

で
あ

る
。

オ

ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
在
学
中

の

ハ
ー
ト

リ
ー
に
は
、
婚
約
と
そ

の
解
消
と

い
う

事
件
も
あ

っ
た
。

一
旦
婚
約
し
た
も

の
の
、

ハ
ー
ト

リ
ー
が
逡
巡
し

て

い
る
う
ち

に
、
相
手

の
女
性
が
別

の
男
と
婚
約
し
た

の
で
あ
る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は
、
あ

る

い
は
自

分
が
結
婚
生
活

に

不
適

か
も

し
れ
な

い
と
悩

ん
だ

の
で
あ

っ
た

ろ
う

か
。

こ
の
事
件

の
展

開
に
関
連
し
た
も

の
か
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は

こ

の
こ
ろ
神
経
症

に

苦
し

ん
だ

様
子
で
あ

る
。
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や
は
り
オ

ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
在
学
中

の

一
九

二
一
一年
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
は
じ
め

て
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を

訪
れ
た
。

こ
の

の
ち

、

ハ
ー
ト

リ
ー
は

こ

の
ア
ド
リ

ア
海

の
町
を
く

り
か
え
し
訪
れ

る
よ
う

に
な

る
の
だ
が
、

ハ
ー
ト
リ
ー
と
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
と

の
関
わ
り

に

つ
い
て

は
、
次
節

で
や
や
く
わ
し
く

扱
う

の
で
、

こ
こ
で
は
、

こ
れ
が
初
訪
問
で
あ

っ
た

こ
と

に
ふ
れ
る

に
止
め
る
。

翌

一
九

二
一二
年

、

ハ
ー
ト

リ
ー
は

、
オ

ッ
ク

ス

フ
ォ
ー
ド
大

学

の
近
代

史
専
攻
を

「
次
席

優
等

一
で
卒
業
し
た

。

ハ
ー
ト

リ
ー
は

「
優
等
」

で
な

か

っ
た

こ
と

に
、
が

っ
か
り
し

、
過

小
評
価

さ
れ
た

と
感

じ
た

よ
う

で
あ

る
。
ち

な

み

に
、
イ

ー
ヴ

リ

ン

・
ウ

ォ
ー

(切
く
Φ
一》・コ

ぐ
4
卑
⊆
σq
げ
・
一
㊤
O
ω
ー①
O
)

の

『ブ

ラ
イ
ズ

ヘ
ッ
ド
ふ
た
た
び

しロ
匿
魁
塁

》
窪

蔑
沁
Φ
ミ
。。、紺
畠

(這
癖
㎝
)

に
は
、

ハ
ー
ト

リ
ー
が
在

学
し

て

い
た

の
と
ほ

ぼ
同
時
期

の
オ

ッ
ク

ス
フ
オ
ー
ド
大
学

の
様
子
が
描
か
れ

て

い
る
。

こ
の
小
説

の
な
か

で
は
、

オ

ッ
ク

ス

フ
ォ
ー

ド

の
最
上

級
生

で
あ

る
登
場
人
物
が
、

入
学
し
た

て

の
語
り
手

に
向
か

い
、

「
君
は
歴
史
を
専

攻
し

て

い
る

の
だ
ね

。
た

い

へ
ん
良

い

科

目
だ
。

い
ち
ば

ん
駄
目
な

の
が

英
文
学
、

つ
ぎ

に
駄
目
な

の
が
哲
学

・
政
治
学

・
経
済

学
だ
。
し
か
し
、
優
等
か
可

の
ど
ち
ら
か
を

取
る

の
だ

よ
。

そ

の
中
間

の
成

績

に
は

価
値
が

な

い
」
、
と

い

っ
て

い
る

の
が
思

い
出
さ
れ

る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は
、
良
好

な

専
攻
を

、

無

価
値
な
成

績
で
卒
業
し
た
わ
け
で
あ

る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
オ

ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
在

学
中
に
文
筆

活
動
を

開
始
し
た

の
だ
が
、
そ

の
側
面

に

つ
い
て
は
、
後

段

で
ま
と
め

て
扱
う

こ
と

に
し

て
、

こ
の
人
物

の
生
涯
で
、

い
く

つ
か
気

に
な

る
点

に
ふ
れ

て
お
き

た

い
。

ひ
と

つ
は
、

ハ
ー
ト

リ
ー
は
心
身
と
も

に
健

康
で
な

か

っ
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

中
等
学
校
時
代

の

ハ
ー
ト
リ
ー
が

フ

ッ
ト
ボ
ー

ル

の
選
手
と

し

て
活

躍
し
た

の
は

例
外

的
な

こ
と

で
、
幼

少
年

期

の

ハ
ー
ト
リ
ー
に
は
呼

吸
器
疾
患
が
あ
り
、
成
人
し

て
か
ら

の

ハ
ー

ト

リ
ー
は
心
臓
が

不
調

で
、
中
年

以
降
は
高

血
圧
症

に
苦
し

ん
だ
。

死

の
床

に

つ
い
た

の
も
、
心
臓
発
作
が
原
因
で
あ

っ
た
。
ま
た
中
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年

以
後

の

ハ
ー
ト

リ
ー
は
極
度

に
肥
満
し
、

「洋
梨

型
」

の
体

躯
と
称

さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

肥
満

の
主
た
る
原

因
は
、

過
度

の
飲
酒

と
運
動

不
足
で
あ

っ
た
。
晩
年

の

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
朝

か
ら

一
日
中
飲

酒

(特
に
ジ

ン
)
を
す

る
状
態

に
な

っ
て

い
た
。

一
九

七

一
年

、

『
ス

ペ
ク

テ
イ

タ
ー
』

誌

の
短
編
小
説

コ
ン
テ

ス
ト

の
審
査
を

し
た
と
き

の

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、

昼
前
か
ら
多

量

の
酒
を
飲

み
続
け
、
同

席
し
た

文
芸
部
記

者

の
回
想

に
よ
れ
ば
、

「大
き
な
赤

い
顎

を
し

て
、

よ
だ
れ
を
垂

ら
し
た
。

下
唇
か
ら

よ
だ
れ
を
垂
ら
す

の
を

自
分

で
止
め

る
こ
と
が

で
き
な

か

っ
た
」
そ
う

で
あ

る
。

ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
で
あ

っ
た

の
だ

ろ
う
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は
、
精
神
的

に
も

不
安
定
な
と

こ
ろ
の
あ

る
入
で
あ

っ
た
ら
し

い
。
す

で
に
婚
約
解
消
事
件

に
関
連
し

て
、
神

経
症
を

経
験
し
た

こ
と

に
ふ
れ
た
が
、

ハ
ー
ト

リ
ー
は

の
ち

に
六
十
歳

の
頃

に
も
神
経
症
に
悩
み
、
精
神
分
析

医
の
治
療
を
受
け

る
こ
と
を
考

え
、
友
人

に
止
め
ら
れ
た
と

い
う

。
お
そ
ら
く
は
深
酒
も
ま
た
、
不
安
定
な
精
神
状
態
を

麻
痺
さ
せ
よ
う
と

し
た
も

の
で
、
か
え

っ
て
、

そ
れ
を

悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な

っ
た

の
で
は
な

か

っ
た
だ
ろ
う

か
。

自

分
自
身
が
同
性
愛
者

で
あ

る
ら
し

い
伝
記
作
者

ラ
イ
ト
は
、

ハ
ー
ト

リ
ー
は
同
性
愛
者
で
あ

っ
た
と

断
定

し
て

い
る
。

ラ
イ
ト

の

断
定

は
、
自
ら

の
嗅
覚

に
基
づ
く
も

の
で
あ
る

か
ら
、
真
実
を

突

い
て

い
る
の
か
も

し
れ
な

い
。
晩
年

の

ハ
ー
ト
リ
ー
自
身
も

そ
う

い

う

性
癖
を

他
人
に
ほ

の
め
か
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
ら
し

い
。

い
ず

れ

に
し

て
も
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
終

生
独
身

で
あ

っ
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー
が
同
性
愛
者

で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
な
お

の
こ
と

で
あ

る
し
、
仮
に
そ
う

で
な
か

っ
た
と
し

て
も
、

独
身
生
活
を

送

っ
た

と

い
う

こ
と
だ
け

で
、

ハ
ー
ト

リ
ー

の
精
神

に
は

ひ
と

つ
の
葛
藤
が
生
じ
た

に
ち

が

い
な

い
。
そ
れ
と

い
う

の
も
、

書
き
物

か
ら
判
断

す

る
な
ら

、

ハ
ー
ト
リ

ー
は
あ
き
ら

か
に
保
守

的
な
考

え
の
持
ち
主

で
あ

っ
た
し
、
ピ

ュ
ー
リ
タ

ン
的
な

思
想

や
倫
理
観
を

(国
教
会

へ
の
改
宗

後
も
)
捨

て
き
れ
な
か

っ
た
よ
う

に
感
じ
ら

れ
る
か
ら

で
あ

る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は
、
本
来
な
ら
、
通
常

の
家
庭
生
活
を
営

み
、

独
身
生
活
や
同
性
愛
を
糾
弾
す

る
側
に
立
ち
た

か

っ
た
は
ず

で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
望
ま
ず

し

て
、
自

分
を

少
数
派
で
、

は
み
出
し
者
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の
位

置
に
置
か
ざ

る
を

得

な
く
な

っ
た
。
皮
肉
な

こ
と

で
あ

る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
が
、
生
ま
れ
育

っ
た
英
国
に
違
和
感
を
感
じ

て

い
た

こ

と

は
、

お
そ
ら
く
そ

の
性
癖

や
生
活
形
式

に
深
く

関
わ

っ
て

い
た

で
あ

ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、

こ
う

い
う

心
中

の
葛
藤
や
違
和
感
が
小

説

家

ハ
ー
ト
リ
ー
を

生
み
出
し
た
と

い
う

側
面
も
忘

れ
て
は
な

る
ま

い
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
大

学
京
垂

小後

、
壮
年

時
代
は
、

一
年

の
半
分
を

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
住
ま
う

ほ
か
は
、

両
親

の
家

フ
レ
ト

ン

・
タ

ワ
ー

や
、
友
人

の
家

に
転

々
と
滞
在

し
た
。

そ
し

て
遅
れ
ば
せ
に

四
十
代
半
ば

か
ら
、
自

分

の
家

に
住
ま
う
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

ハ

ー
ト

リ
ー
は

四
十

四
歳

の
と

き
に

ソ
ー

ル
ズ

ベ
リ
ー
市

囚
の
、
川
沿

い
の
家
を

借
り

、

つ
い
で
デ
イ
ヴ
ィ

ッ
ド

・
セ
シ
ル
夫

妻

の
留
守

宅

に
仮
住

ま

い
を
し

た
後
、

五
十

三
歳

の
時
か
ら
、
バ
ー

ス
市

に
近

い
村

バ
ー

ス
フ
ォ
ー
ド
に
邸
宅
を

購
入
し

て
移
り
、
晩

年
に
は

ロ

ン
ド

ン
市
内

に

フ
ラ

ッ
ト
も

所
有
し
た
。
バ
ー

ス

フ
ォ
ー
ド

の
家
は
、

エ
イ
ヴ

ォ
ン
川
に
沿
う
庭
付
き

の
、

の
ち

に
は
ホ

テ
ル
に
改
装

さ
れ

る
ほ
ど

の
規
模

の
邸
宅

で
あ

っ
た
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は
そ

こ
に
使

用
人
た
ち
と
住
ま

っ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、

ハ
ー
ト
リ
ー
と
交

遊

の
あ

っ
た
評
論
家

ウ

ォ
ル
タ
ー

・
ア
レ

ン

(芝

葺

2

>
一一Φ
戸

一
り
一
一
-綜
)

は
、

こ
の
家
は
あ
ま
り
生
活
感
が
な
く
、

ハ
ー
ト
リ
ー

の
孤
独

さ
が

印
象

的
で
あ

っ
た

、
と
回
想
し

て

い
る
。
家
は
構

κ
て

い
て
も
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
妻
子
が

い
な

い
た
め

に
家
庭

が
な
く
、

英

国
の
社
会

へ
の
所

属
も
希

薄
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
は
鋭
敏
な

ハ
ー
ト
リ
ー
自

身
が
自

覚
し

て

い
た

で
あ

ろ
う
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
上
流
階
級

の
生
活
形
態

に
あ

こ
が
れ
、
そ

の
階
級

の
人
た
ち
と

の
交
際
を
求
め
た
。

交
際
は
多

く

の
場
合
、
許
さ

れ
た

よ
う
だ

が
、
そ
れ
は
上
流
階
級

の

一
員

に
な

っ
た
と

い
う

こ
と

で
な
く
、

ハ
ー
ト

リ
ー
は
そ

の
周
辺
に
留
ま

っ
た
。

こ
れ
は
上
流

階
級

の
長
所
も

短
所
も
見
え

や
す

い
視
角
を
得
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
だ
が
ま
た
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
上
流
階
級
と
そ

の
生
活
形
態

と

が
確

固
と
し

て

い
た
時

期

の
英
国

に
愛
着
し

、
社
会
改
革
と
福

祉
国
家
化
が

進
ん
で
、

(
ハ
ー
ト

リ
ー

の
見

方

で
は
)

下
層
階
級

の

堕
落
が
進
行
し

て
ゆ
く

の
を

嫌
悪
し
た
。

そ
う
し

て
、
し
だ

い
に
英

国
社
会

へ
の
違
和
感
を
募
ら
せ

て

い

っ
た
よ
う

で
あ

る
。
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家
族
と

の
関
係

に

つ
い
て
見
る
と

、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、

実
業
家
で
あ

っ
た
父
親

の
期
待

に
反
し

て
、

文
学
と

い
う

虚
業

の
世
界

に
入

っ
た

こ
と

に

つ
い
て
、
肩
身

の
狭

さ
を

感
じ
続
け

て

い
た
ら
し

い
。

父
親
は
文
学
を
生
業

に
す

る

の
を

容
認
し

て
く
れ

た
よ
う

だ
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ハ
ー
ト
リ
ー

の

一
種

の
罪
悪
感
は
持
続
し
た

よ
う

で
あ

る
。
し
か
も
、
そ

の
父
親
は
強
健

で
、

一
九

五
四
年
、

九
十

四
歳
ま

で
生
き
、

最

晩
年
ま

で
煉
瓦
会
社

の
経

営
に
従
事
し

て

い
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー
自
身
は

父
親
が

死
去
し
た
年
、
す

で
に
六
十

歳
間
近

で
あ

っ
た
。
ま
た
、

の
ち

に
見
る
と
お
り
、

ハ
ー
ト
リ
ー
が

文
筆

で
自

立
で
き
た

の
は

ひ
じ

ょ
う

に
遅
く
、

五
十
歳
頃

の
こ
と

で
、
そ
れ
ま

で
は
実
質
的

に
父
親

の
資
産

に
寄
生
し

て

い
た

の
で
あ

る
か
ら
、
肩
身

の
狭
さ
は
な

お
さ
ら

で
あ

っ
た

ろ
う

。

母
親
は
、
す

で
に
ふ
れ
た

よ
う

に
、
家
族

の
こ
と
を

過
剰
に
心
配
し

、
家
族

の
成
功
を
望
む
女
性

で
、
子
供

に
対
し

て
は
過
保
護

に

傾

い
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー
が
結
婚

を
し

、
子
供
を
作

っ
て
、

一
家
を

形
成

し
な
か

っ
た

こ
と
も

お
そ
ら
く

原
因
と
な
り
、
母
親
は
、

い
つ

ま

で
も

ハ
ー
ト

リ
ー
と

同
居
し
た

が

っ
た
。
そ
れ
を

ハ
ー
ト
リ
ー
は
あ
り

が
た
く

思

い
つ
つ
、
疎
ま

し
く

感
じ
続
け
た

様
子
で
あ

る
。

し
か
も

、
母
親

も
わ
り
あ

い
長
寿

で
、

ハ
ー
ト
リ
ー
が
五
十
歳
近
く
な

る
ま

で
存
命
で
あ

っ
た
。

長
姉

は
自
我
と
指
導
欲

の
強

い
女

性
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
自

我
が

弱
く

て
、
他

人
の
意
思
を

尊
重
し
が
ち
な

ハ
ー
ト

リ
ー

に
は
、
半

ば
必
要

で
あ
り
な
が
ら
、
敬

遠
し
た
く

な
る
存
在

で
あ

っ
た
ら
し

い
。

こ
の
姉
が

ハ
ー
ト
リ
ー

同
様

に
独
身

で
あ

っ
た
た
め

に
、
独
身

の
弟

ハ
ー
ト

リ
ー

に
そ

の
強
力
な
意

志
が
向
か
う
傾
き
が
あ

っ
た
。

こ

の
姉
は
、
終
生
、
父
母

の
家

に
同
居
し
、

一
九
六
七
年
、

ハ
ー

ト
リ
ー

の
最
晩
年
ま

で
生
き

て

い
た
。

ハ
ー
ト

リ
ー

に
は
、

こ
う

い
う

父

・
母

・
姉
と
、
彼
ら

の
住
む
家

フ
レ
ト

ン

・
タ

ワ
ー
か
ら
逃

れ
よ
う

、
で
き

る
だ

け
近
寄
る
ま

い
、
と
す

る
行
動
が
見
ら
れ

る
。

ハ
ー
ト
リ
ー

の
交
友
関
係
で
は
、
す

で
に
ふ
れ
た
よ
う

に
、
上
流
階

級

の
人
た
ち
と

の
交
遊

が
目
立

つ
。
男

の
友
人
た
ち

の
な
か

で
、

と
り
わ
け

重
要
な
意
味
を
持

っ
た

の
が

評
論
家
と
し

て
名
高

い
デ
イ
ヴ

ィ

ツ
ド

・
セ

シ
ル
で
あ

る
。
セ
シ

ル
は

ハ
ー
ト
リ
ー
よ
り
も

や
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や
年
少

で
、
大
学
時
代

に
出
会

い
、

親
友
と
な

っ
た
人
物
で
あ

る
。
伝

記
作
家

ラ
イ

ト

の
推

測
に
よ
れ
ば
、

ハ
ー
ト
リ
ー

の
セ
シ
ル
に

対
す

る
感
情
は

同
性
愛

で
あ
り
、

し
た
が

っ
て
、
セ

シ
ル
が
婚
約
し
た

の
は
、

ハ
ー
ト
リ
ー
に
と

っ
て
裏

切
り
行
為
と

感
じ
ら
れ
、

ハ

ー
ト

リ
ー
は

セ
シ

ル
を

生

涯
許
す

こ
と
が

で
き
な

か

っ
た
、

の
だ

そ
う

で
あ

る

(前

掲
圭
只

O
O
.
㊤
。。
山
O
O
)
。
た
だ
し
、
わ

た
く
し

に

は
真
偽

の
判
定
は
で
き

か
ね

る
。

い
ず

れ

に
し

て
も
、

ハ
ー
ト

リ
ー
は
、
デ
イ
ヴ

ィ

ッ
ド

・
セ
シ

ル
の
結
婚
式

で
は
付
添
を

務
め
、

二

人

の
問
に
で
き

た
子
供

の
代

父
も

つ
と
め
た
し
、

セ
シ
ル
夫
妻

の
留
守
宅
を
借
り

て

い
た

こ
と
も

あ
る
。

長
編
小
説
家

ハ
ー
ト
リ
ー
と

し

て
の
処
女

作

彗

§

簿

慰

、
Φ
詩

首
⑦

(一
露

㎝
)
は

セ
シ

ル
に
献
呈
さ
れ
た
し
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
終
生
、
自

分

の
書
き

も

の
の
善
し

悪
し
を
セ
シ

ル
に
判
断
し

て
も
ら
う

の
が
常
で
あ

っ
た
。

一
方
、

小
説
家
と
し

て

の

ハ
ー
ト

リ
ー

の
美
点
を

世

に
喧
伝
し
た

の
も
セ

シ

ル
で
あ

っ
た
し
、

ハ
ー
ト
リ
ー

の
葬
儀
で
弔
辞
を
述

べ
た

の
も

セ
シ
ル
で
あ

っ
た
。

ハ
ー

ト

リ
ー

に
は

女
性

の
友
人
も

多

か

っ
た

が
、
と

り

わ
け

重

要
な

の
が
、

七

十
歳

間
近

で
知
り

合

っ
た
ジ

ョ
ウ

ン

・
ホ
ー

ル

(冒
き

閏
巴
一)

で
あ

る
。

ジ

ョ
ウ

ン
は
文
学
好
き

の
主
婦

で
、
知

性
に
優
れ
、
読
書
家

で
、

ユ
ー

モ
ア
の
セ

ン
ス
が
あ
り
、

よ

い
友
人

と
な

っ
た

の
だ

が
、

そ
れ
ば

か
り

で
な
く

、
作
家
と
し

て
の

ハ
ー
ト
リ
ー

に
重
要
な

役
目
を

果
た

し
た
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は

タ
イ
プ
が

で

き

な
か

っ
た
が
、
ジ

ョ
ウ

ン
は

タ
イ
プ
が

上
手

で
あ

っ
た
。
し

か
も
、
ま
も
な
く
、
ジ

ョ
ウ

ン
は

ハ
ー
ト
リ
ー

の
浄
書
役

に
留
ま
ら
ず
、

草
稿

の
判
読
を

ゆ
だ
ね
ら

れ
、
さ
ら

に
は
、

最
終
原
稿
に
纏
め
上
げ
る
役

割
も
ゆ
だ

ね
ら
れ
る
よ
う

に
な

る
。

つ
ま
り
、
ジ

ョ
ウ

ン
は

ハ
ー
ト

リ
ー
作

品

の

一
種

の
校
訂
者

に
な

っ
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
ジ

ョ
ウ

ン
の

ハ
ー
ト
リ
ー

へ
の
気

持
ち

は
友
情
を
超
え

る
も

の
で

あ

っ
た
ら
し

い
が
、

ハ
ー
ト

リ
ー
は
そ

こ
ま

で
踏
み
出
さ
な
か

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は
、

作
品

の
な
か
で
、
く

り
か
え

し
少
年
期

の
ト

ラ
ウ

マ
を

描

い
た
。
作
品
に
描
か
れ
る
、

少
年

の
心
に
深

い
傷
を

負

わ
せ
た
事
件
そ

の
も

の
は
作
品
に
よ

っ
て
異
な
る
し
、
あ
ま
り
説
得
力
が
な

い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
場
合
も
あ

る
。
し
か
し

、

ハ
ー
ト
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リ
ー

が
ト

ラ
ウ

マ
体
験
を
取
り
上
げ
る
執
拗
さ
を
見
れ
ば
、
伝
記
作
者

ラ
イ
ト

の
よ
う

に
、

ハ
ー
ト
リ
ー
自

身
に
ト

ラ
ウ

マ
体
験
が
あ

っ
た
と
推

測
し
た
く
な

っ
て
当
然

で
あ

る

(前
掲
斉

o
・
b。
㎝
。。
も

b
』

一
ω
-一
蔭
)
。
仮
に
ラ
イ

ト

の
い
う

よ
う

に

ハ
ー
ト
リ
ー
が
同
性
愛
者

で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
こ
と
を
自
覚
し
た
、
あ
る

い
は
自
覚

さ
せ
ら
れ

た
こ
と
が
ト

ラ
ウ

マ
と
な

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は
、
自

分

で
は

ラ
ジ
オ

の
ス
イ

ッ
チ
を

入
れ
る

こ
と

も

で
き
な

い
人
で
あ

っ
た
と

い
う

。
そ
し

て
配
偶
者
も

い
な
か

っ

た
。
し
た
が

っ
て
、

生
活
し

て

い
く

た
め

の
助
け
は
、
す

べ
て
使
用
人
か
ら
得
る
し
か
な

か

っ
た
。
と

こ
ろ
が
、

ハ
ー
ト

リ
ー
は
使

用

人
を

雇

い
入
れ

る
場
合

に
、
信

用

の
お
け

る
紹
介
業

者
を
介
さ
ず

、

『
タ
イ

ム
ズ
』

誌

に
求

人
広
告
を

載
せ
、

み
ず

か
ら
面
接
を
し

て

採

用
し
た
。

こ

の
よ
う

に
し

て
最
初
に
雇

っ
た
使
用
人
頭
は
頼
れ
る
人
物

で
あ

っ
た
も

の

の
、
使

用
人
の
あ

い
だ

で
は
ト

ラ
ブ

ル
が
絶

え

な

か

っ
た
。
し

か
も

、

ハ
ー
ト
リ
ー
は

の
ち

に
は
精
神
異
常
者

や
犯
罪
者
を
雇

っ
て
、
被
害
を
被

る
こ
と
も
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
た

だ
し
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
み
ず

か
ら
、
使
用
人

に
尋
常
で
な

い
人
間
た
ち
を

求
め
て

い
た

様
子
も
窺

凡
る
。
そ

れ
に
、

ウ
ォ
ル
タ
ー

・

ア
レ

ン
の
回
想

に
よ

れ
ば
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は

い
か

に
も

「
カ

モ
」

の
よ
う

に
見
え

て
し
ま
う

人
で
、
使

用
人
た
ち
か
ら
だ

け
で
な
く

、

ほ
か

に
も
さ
ま
ざ

ま
な
人
た
ち

の
犠
牲

に
な

っ
た

の
だ

そ
う

で
あ

る
。

ハ
ー
ト
リ
ー

の
文
筆
活
動

は
ど
う

い
う
も

の
だ

っ
た
か
。

ハ
ー
ト

リ
ー

の
文
筆
活
動

の
開
始
は
早
く
、
オ

ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
在

学
中
か
ら

で
あ

っ
た
。

『オ

ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド

・
ア
ウ
ト

ル

ッ
ク
』

誌

の
副
編
集

長
と
し

て
編
集

に
当
た

る
か
た
わ
ら
、
書
評

や
短
編

小
説
を
こ
の
雑
誌
に
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
に
発
表
し
た
短
編
数
編
は
ま
も
な
く
初
短
編
集

『夜
の
怪
〉
奪

淋
肉
①
舞
亀

(一
り
bの
癖
)
に
収
録
さ
れ
る

こ
と

に
な
る
。

大
学
卒
業

後
、

ハ
ー

ト
リ
ー
が

長
年
携
わ

っ
た
文
筆

活
動
は
書
評

の
執
筆

で
あ

っ
た
。

『
ス
ペ
ク

テ
イ

タ
ー
』
、

『
ス
ケ

ッ
チ
』
、

『
サ
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タ

デ
ー

・
レ
ヴ

ュ
ー
』
、

『
ウ
ィ
ー

ク

エ
ン
ド

・
レ
ヴ

ュ
ー
』
、

『オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
』

と

い

っ
た
新

聞
雑
誌

に
、
新
刊
小

説
の
書

評
を

書

い

た

の
で
あ

る
。

一
九

二
九
年
、

『
ス
ケ

ッ
チ
』

誌

に
書
評
を
書
き
始
め

る
こ
ろ
に
は
、

「高
名
な

文
芸
批

評
家
」

で
、

「
現
在

の
英
国

で
、

小
説

に

つ
い
て
は
最
高

の
批
評
家
」
と

紹
介
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て

い
た
。

「
は
じ
め
に
」

で
ふ
れ
た

ζ
一〇
げ
器

一
≧

Φ
臣

巳

興

の
英
文

学
史

が
、

書
評
家
と

し

て

ハ
ー
ト
リ
ー
を
取
り

上
げ

て

い
た

の
は
、
じ

つ
は
、
そ
れ
な
り

の
根
拠
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ

る
。

ハ
ー
ト
リ

ー
は
、

二
十
数
年
間

に
わ
た
り
、
お
よ
そ

六
千
冊
を
超
え

る
本
を

書
評
し
た
だ

ろ
う
と

回
想
し

て

い
る
。
毎
週
平
均

五
冊
を

書

評
し
た

の
だ

そ
う

で
あ

る
。
伝

記
作
者

ラ
イ

ト
は
、

小
説
家
ヒ

ュ
ー

・
ウ

ォ
ル
ポ
ー

ル

(団
O
隔四
犀
く
噸
餌
一　℃
O
一Φ
'
一
cc
Qc
ら
ー一
㊤
ら
一
)
が

ハ
ー
ト

リ
ー

に

宛

て
た
言
葉

、
「
わ
た
く

し

の
知

る
か
ぎ
り

、
賢

明
で
、

親
切

で
も
あ

る
唯

一
の
批
評
家
」

な
ど
を

引
き

な
が
ら
、

ハ
ー
ト

リ
ー
が
判

　

断
と

理
解

に
す

ぐ
れ
た

書
評
家

で
あ

っ
た

と
述

べ
て

い
る
。

お
そ
ら
く
は
、

六
千
冊
と

い
う

数

の
執
筆

依
頼
が
あ

っ
た

こ
と

自
体
が
、

全

般
的

に
は
、

ハ
ー
ト

リ
ー

の
綴

っ
た
書

評

の
水
準

の
高
さ
を

証
明
し

て

い
る
に
違

い
な

い
。
し

か
し
そ

の

一
方

で
、

ハ
ー
ト

リ
ー

の

小
説
を

高
く
評
価
し
、
友
人
と
も
な

っ
た

ウ

ォ
ル
タ
ー

・
ア
レ

ン
が
、
そ
う
な

る
ま
え

に
、
自

分

の
出
版
し
た

二
、

三
の
小

説
を

ハ
ー

ト

リ
ー

に
よ

っ
て
、

「あ
ま
り

同
情
心
も

洞
察
力
も
見
ら
れ
な

い
書
評
を
さ
れ

て

い
た
」
、
と
書

い
て

い
る

こ
と

に
も

注
意
し

て
良

い
だ

ろ
う
。

一
週
間

に
五
冊
も
書

評
す

れ
ば
、
質

に
ば

ら

つ
き

が
生
じ
て
当
然
だ

か
ら

で
あ

る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
が

こ
れ
ほ
ど
多
数

の
書
評
を

長
年
書
き

続
け
た
背
景

に
は
、

依
頼
を

断
れ
な

い
性
格

の
ほ
か
に
、

文
筆

に
従
事
し

て

い
る
自
尊

心
を
満

足
さ
せ
る
気
持
ち
も

あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。
ま
た
、
書
評
を
す

る
こ
と

か
ら

学
べ
る
京

も
少
な
く
な

か

っ
た

で
あ

ろ
う
が
、
他
方

に
は
弊
害
も
あ

っ
て
、

ハ
ー
ト

リ

ー
は

の
ち

に
は
本
を
読

む
喜
び
を
失

い
、
創

作
に
欠
か
せ
な

い
想
像
力

の
減
退
も

招

い
た
よ
う

で
あ

る
。

創
作

家
と
し

て
の

ハ
ー
ト

リ
ー
が
世
間

で
評
価
さ
れ
た

の
は
、

文
芸
批

評
家
と
し

て
知
ら
れ
た
と
き
よ
り
も
は
る
か
に

の
ち
、
第

二

次
世

界
大
戦
が
終
わ

っ
た
頃

か
ら

で
あ

る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
す

で
に
四
十
九
歳
に
な

っ
て

い
た
。
そ

の
と
き
ま

で
に
、

ハ
ー

ト
リ
ー
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は
、
短
編
集

『夜

の
怪
』

(一
㊤
謹

)、

中
編
小
説

恥
§

§

黛
慰

諄

匙
§

。。
(お

駅
)
、
短
編
集

『毒
瓶

憲

①
套

晦
bU
o
珪
旦

(一
ゆ
ω
N
)
、

最
初

の
長
編
小
説

§

Φ
惣

㌶
臼
b

§

蔑

導
Φ
》
幕

臼
§

①

(お
念

)
を

出
版
し

て
い
た
。

こ

の
な

か
で

9
§
§

簿
欝

諭

き

⑦
に

つ

い
て
は
、

『サ
タ

デ
i

・
レ
ヴ

ュ
ー
』

誌

が

「
過
去

二
、

三
年

で
読
書
界

に
登
場
し
た
、
も

つ
と

も
期
待
さ
れ

る
、

才
能
豊
か
な

新
人

麟

の
ひ
と
り
」

と
評
し

て
く
れ
た
が
、

本
は
売
れ
ず
、

ハ
ー
ト

リ
ー
は
十

ニ
ポ

ン
ド
を
手
に
し
た

だ
け

で
あ

っ
た
。
売

れ
行
き

が
悪
か

っ

た

の
は
、
ふ
た

つ
の
短
編
集

に

つ
い
て
も

同
様

で
あ

っ
た
。
と

こ
ろ
が

、
長
編
小
説

憲

¢
鉾

賦
鳶
b

壁

織
S
Φ
》
b
①
白
o
b
Φ
の
評
判
は

良
く

、

売

れ

行

き

も

悪
く

な

く

て
、

一
九

四

五
年

に
再

版

さ

れ

た

の
で
あ

る
。

こ
れ

は

、

↓
b
Φ

騎
爵

さ

鴫
$

<
魯

(
一
㊤
蒔
①
)
、

肉
霧

貯
塗

慧

亀
窓

魯

(一
り
ら
刈
)
と
あ
わ
せ

て
三
部
作
を
形
成
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。
こ

の
三
部
作

は
、
気
弱

で
虚
弱

で
他
人

の
気
に

入
ら
れ
る

の
を
好
む

ユ
ス
タ

ス
と
、

性
格
が
強
く

て
干
渉
癖

の
あ
る
姉

ヒ

ル
ダ
と

の
関
係
を
、

少
年
少

女
期
か
ら
成

人
後

へ
、

ユ
ス
タ

ス
の
自
己
犠
牲

に
よ
る
死

に
至
る
ま

で
辿

っ
て
ゆ
く
。
こ

の
作
品

に

つ
い
て
、
ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ア
レ

ン
は

『
ニ
ュ
ー

・
ス
テ
イ

ッ
マ
ン
』

誌
上

で
、

「
ハ
ー
ト

リ
ー
氏

の
三
部
作
は
、
わ
た
く

し

の
見
る
と

こ
ろ
、
現
代
小
説

の
な

か

の
、

ご
く

少
数

の
傑
作

の
ひ
と

つ
で
あ

る
」

と

評
し
、

『
タ
イ

ム
ズ
文
芸

付
録

　
も

、
「
ユ
ス
タ

ス
の
三
部
作
で
、

ハ
ー
ト
リ
ー
氏
は
、

こ
の
国
で
近
年
出
版
さ
れ
た

最
高

の
小
説

を

曲

生
み
出
し
た
」
、
と

評
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
、

一
九

四
五
年

に
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
出
版
社

バ
ト
ナ

ム
社

か
ら
、

一
九

四
七
年

末
ま

で
に
、
右

の
三
部
作

に
続

い
て
も

う

]
冊
小
説
を
書
く

な
ら
、
月

々
六
〇
ポ

ン
ド

の
前
渡
し
金
を
受
け
取

る
、
と

の
約
束
を

得
て

い
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー

は
、

こ

の
と
き

か

ら

小
説
家
と

し

て
の
生
活
に
入

っ
た
と
見

て
良

い
だ

ろ
う

。

プ

ロ
フ

ェ
ッ
シ

ョ
ナ

ル
な

小
説
家
と
し

て
の

ハ
ー
ト
リ
ー

の
出
発
点

が
肉
器

欝
魯

山
鼠

蓮

審

三
部
作

で
あ

っ
た
と
す

れ
ば

、

ハ
ー

ト
リ
ー
を
有
名

小
説
家

に
し
た

の
が

一
九

五
三
年
出
版

の

臣

①

O
o
』

象
ミ
o
魯

で
あ

っ
た
。

こ
の
小

説
は
、
少
年

時
代
に
、

上
流

の
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令

嬢
と

そ

の
使
用
人
と

の
あ

い
だ

で
、
恋

の
取
り
持
ち

役
を

つ
と
め
さ

せ
ら
れ
、

心
に
傷

を
負

っ
た
人
物

の
思

い
出
話

で
あ

る
。

デ
イ

ヴ

ィ

ツ
ド

・
セ

シ
ル
は
、

『タ
イ

ム
ズ

文
芸
付
録

=
誌

上

で
こ
の
小
説

を

「
完
成

度

の
極
め

て
高

い
作

品
で
、

ね
ら

い
を
正

確
に
達
成

ゆ

し

て

い
る
か
ら
、

ほ
と

ん
ど

説
明
を

要
し
な

い
。
読

ん
で
賛
美
す

れ
ば
よ

い
だ

け

で
あ

る
」
、
と

絶
賛
し
た
。

出
版
社

(
ハ
ミ
ル
ト

ン

社
)
側

で
は
、
初
年
度

の
売
り
上
げ
を

十

万
部
と
見

込
ん

で

い
た

の
が
、

五
万
部

に
達
し
な

か

っ
た

の
で
が

っ
か
り
し
た
と

い
う
が
、

そ
れ

に
し

て
も

よ
く
売
れ
た

こ
と

に
変
わ
り
は
な

い
。
こ
の
作
品
は

ハ
イ
ネ

マ
ン
文
学
當
を

受
賞
し
た
し
、
出
版
後
ま
も
な
く

、
仏
語
、

伊
語
、
蘭
語
、

ノ
ル
ウ

ェ
ー
語
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

に
訳
さ
れ
た
。

一
九

五
五
年
に

日
本
語
訳

(蕗
澤
忠
枝
訳

)
も

出
版
さ
れ
た

の
は
、

「
ま
え

が
き
」

で
ふ
れ
た
と
お
り

で
あ

る
。

こ

の

一
九

五
五
年

に
、

ハ
ー
ト

リ
ー
が

王
立
文
学
協
会

の
特
別
会
員

に
選
ば

れ
た
り
、

翌

一
九

五
六
年
に
大
英
帝
国
第

三
等
勲
爵
士
を
授
け
ら

れ
た

の
も
、

こ
の
作
品

に
よ

っ
て
有
名
作
家
と
な

っ
た

の
が
機

縁
で
あ

ろ
う

。

こ

の
の
ち
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
英

国
国
内
ば
か
り

で
な
く
、
ド
イ

ッ
や
イ

タ
リ
ア
で
公
演
旅
行
を
し
た
り
、

ラ
ジ
オ
や

テ
レ
ビ

で
話
を
し

た
り
す

る
よ
う

に
な

る
し
、

一
九

六
六
年

に
は
、

国
際
ペ

ン
ク
ラ
ブ

英
国
支

部
の
会
長

に
選
ば
れ

る
。
文
筆
界

の
名

十
に
な

っ
た

の
で

あ

る
。

ち
な

み

に
、

臣

o

O
o
曲

象
妄
o
魯

は
出
版
当
初

か
ら

映
画
化

の
話
が
あ

っ
た
が
、
な

か
な
か
実
現
せ
ず
、
実

際
に
映
画

化
さ
れ
た

の
は

一
九
七
〇
年
に
な

っ
て
か
ら
で
あ

っ
た
。
映
画
は

ハ
ロ
ル
ド

・
ピ

ン
タ
ー

(山
母
o
包

国
コ
9
お

一
〇
〇
Ψ
。。
昏
)

の
脚
本

で
、
ジ

ョ
ウ

ゼ

フ

・
ロ
ウ
ジ
ー

(冒

ω
¢
喜

い
o
ω
①
ざ

一
㊤
O
り
-。。
蔭
)
監
督

に
よ
り
、

ノ
ー

フ
ォ
ー
ク
州

で

ロ
ケ
ー

シ

ョ
ン
撮
影
さ
れ
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー

は
妹

ノ
ー

ラ

へ
の
手
紙

に
、

「
そ
れ
が
起

こ

っ
た
邸

で
は
な

い
の
で
す

が
、
イ

ー

ス
ト

・
デ
ィ
ア
ラ
ム

の
近
く

で
撮
ら
れ

る

こ
と

に
な

り
ま
し
た
」
と

書
き

送

っ
た
。
小

説
中

の
出
来
事
が
な

に
が
し

か
の
事
実

に
基
づ

い
て

い
る

こ
と
を
窺
わ
せ
る
言
葉
で
あ

る
。
試
写
会

で

ハ
ー
ト

リ
ー
は
心

の
動
揺
を
見

せ
た
と

い
う
。
映

画

の
出
来
は
上

々
だ

っ
た
が
、
収
益
は

上
が
ら
な
か

っ
た
そ
う

で
あ

る
。
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以
下
、

ハ
ー
ト
リ
ー

の
著
作

一
覧
を
掲
げ

て
お
く
。
個

々
の
作
品

の
内
容

に

つ
い
て
は
、
次
回

・
次

々
回

の
拙
文
で
ふ
れ
る

こ
と
も

あ

る
だ

ろ
う

。
ち
な

み

に
、

笠

原
勝
郎
編

『
最
新
イ

ギ
リ

ス
文
学
史

年
表
ー

翻

訳
書

・
研
究
書
列

記
』

(こ
び
あ

ん
童
旦
房
、

一
㊤
綜

)

も

、
『

勺
・
出
錠
け一Φ
団
の
項
目

に

つ

い
て
は
、
出
版
作
品

の
半
数
程
度

し
か
拾

っ
て

い
な

い
か
ら
、

以
下

の
目
録
に
も

意
味
が
あ

る
だ

ろ
う
と

思

つ
。

≧

讐

琳
肉
$

竈

き

織

O
駐

隻

⑦
8
註
$

(勺
=
rけ
口
曽
臼

唯
一
り
トこ
昏
)

短

編

集

勲
§
§

禽

慰

諭

§

⑦

(勺
葺

⇒
四
∋
」

り
ト。
α
)

中

編

小
説

8
曹

内
ミ
貯
Φq
しQ
o
珪

Φ

(勺
⊆
臼

鋤
日
」

㊤
。。
N
)

短

編
集

憲

Φ
惣

眠
臼
b
琶

蔑

駐
Φ
》
濠

臼
§

Φ

(勺
⊆
8

曽
β

ち

禽
)

長
編
小

説

憲

Φ
駿

S

穿

艶
く
魯

(
℃
二
け
口
螢
ヨ

、
一
㊤
蒔
①
)

長

編

小

説

肉
塁

慰
o
①
き

蔑

題

審

(]℃
=

.ゴ
]r帥
口
ρ
・
一
㊤
軽
刈
)

長

編

小

説

憲

Φ
しロ
量

瞥

(勺
二
什
昌
讐
ヨ

'
一
㊤
蔭
㊤
)

長

編

小

説

憲

Φ
ぎ

く
㊦
ミ
旨
顎

9
感
く
Φ

(しu
霞

ユ
p

一
り
望

)

短

編
集

謬

窓

自
o
霜

b
①
≦
房

(UU
曽
同
『
一Φ
.
一
㊤
㎝
一
)

長

編

小

説

臣

Φ
O
o
』

簿

箋
0
9

(閏
倉。
巳

。。
げ
団
螢
自

一齢o
戸

一
漂

ω
)

長

編

小

説

憲

Φ

導

隷
Φ

ミ
冨
旨
魁
鋤
b
魁

O
臨

鶏

勲

o
鼠
霧

(閏
9
ヨ
冨
げ

自
僧
日
崇
o
戸

一
り
鰹

)

》

、
Φ
幣

無

§

臼
き

(=
餌
b
ρ
一ω
げ

出
鋤
Hロ
一一けq
P
.
一
㊤
㎝
㎝
)

長

編

小

説

短
編
集

(表
題
作
は
中
編
小
説
)
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臣

Φ
ぎ

Qq

(自
9。
巳

の
げ

出
餌
ヨ

一一8
戸

一
㊤
鐙

)
長

編

小

説

凄

貸
巴

㍉
蕊

職
o
Φ

(甲
H
餌
ヨ

一ω
げ

閏
餌
ヨ

埠
け
O
　P
.
一
㊤
①
O
)

長

編

小

説

↓
ミ
o
誉

「

簿

o
霞

く
鶏

(自
餌
ヨ

一ω
げ

国
9
日

一一け
O
昌
・
一
り
①
一
)

短

編

集

§

Φ
し口
さ
.o
叶
頃
Φ
達

(国
曽
∋

一ω
げ

出
P
旨
P
一犀
O
昌
'
一
㊤
①
癖
)

長

編

小

説

憲

o
切
Φ
母
ミ

巴

(出
餌
包

ω
げ

閏
四
日

一一8

p

一
ま

①
)

長

編

小

説

§

Φ

冬

く
Φ
駐

騎

沁
Φ
紹

§

。。
魯
ミ

信

、
卜
①
自

に
N
霧

き

織

窪

恕

遂

(
]囚
餌
ロ
日
一の
げ

国
餌
∋
一一叶
O
昌
噛
一
〇
①
刈
)

評

論

集

臣

Φ
G
o
自
象

器
俺

い
ぎ

冨

鱒

o
旨
.題

ミ

い

、

欝

註

亀

(
閏
餌
口
昌
ω
】P
閏
9
∋
鵠
甘
O
b
4
一
㊤
①
Oc
)

短

編

集

ぎ

o
N

Ω

舞

Φ

(
団
鋤
b
日
一ω
げ

}
H
pρ
ヨ

一一什O
=
℃
一
㊤
⑦
QQ
)

長

編

小

説

憲

Φ
卜
o
<
o
-}
腎

黛

(
出
餌
ヨ

一ω
げ

自
餌
【
ロ
一犀
O
コ
・
一
り
①
㊤
)

長

編

小

説

さ

9
珍
亀

げ
内
Φ
S

鶏

(自
餌
§
一ω
げ

団
9
口
鼠
一什O
　P
.
一
㊤
刈
O
)

長

編
小

説

憲

Φ
盛

暑

Φ
鴇

沁
o
o
臼

(国
餌
ヨ
す
げ

自
餌
ヨ
葺

o
戸

お

コ

)

長

編

小

説

さ

的
9

匿
興

ミ

葡
象

鋭
く
題

§

氏

O
簿

需

い
8
旨
.窃

(閏
餌
∋
一〇り
げ

霞
動
ヨ
一一叶O
b
r.
一
り
¶
一
)

短

編

集

(表

題
作

は

中

編

小

説

)

§

o
G
亀

題

職
§

⑦

(自
。・
三

ω
7

=
四
ヨ
一一8
戸

一
り
謡

)

長

編

小

説

§

o

朝

ミ

琶

魁

昏
Φ

爵

鴇

(出
帥
巳

ω
げ

出
口
巳

一8
戸

一
箋

ω
)

長

編

小

説

臼
幕

G
o
臼
覧

簿

Φ
い
ぴ
o
匿

硫
8
置
.o
。。
o
、
卜
■
、

欝

遂

Φ
ヤ

(閏
曽
ヨ

一ω
げ
出
餌
ヨ
一犀
O
昌
噂
一
㊤
刈
ω
)

短

編

集
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ニ

ヴ

エ

ネ

ツ

ィ

ア

の

ハ

ー

ト

リ

ー

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
は

近

代

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

人

に

と

っ
て
、
近

代

日
本

人

に
と

っ
て

の
京

都

と

似

た

意

味

を

持

っ
た

都

π
で
あ

っ
た

ろ
う

。

こ

の
都

市

は

、

十
九

世

紀

以

降

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

が

急

速

に

近
代

化

を

進

め

る
な

か

に
あ

っ
て
、

近

代

以
前

の
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
都

市

の
形

態

を

ほ

ぼ
そ

の
ま

ま

に

残
し

て

「
心

の
ふ

る

さ
と

」

化

し
、

そ

の

一
方

で

、

十

九

世
紀

後

半

以

後

の
鉄
道

網

の
発

達

に
よ

り

、

訪

れ

る

の

が

容

易

に
な

っ
た

か

ら

で
あ

る

。

十

九

世

紀

後

半

以
後

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
上

流

階

級

や
上

層

中

産

階
級

の
人
た

ち

に
と

っ
て
、
生

涯

に
何

度

か

こ

の
町
を

訪
れ

る

の

は
、

ご

く

普

通

の
こ
と

で
あ

っ
た

。

文

学
者

た

ち
も

、
多

く

は

そ

れ

ら

の
階

級

に
属
し

て

い
た

か

ら

、

や
は

り

普

通

に

そ
う

し

た

の
で
あ

る
。

ヘ
ン

リ

ー

・
ジ

ェ
イ

ム
ズ

(山
2

蔓

智

ヨ
Φ
ω
」

。。
お

山
¢
一
①
)
、

プ

ル
ー

ス
ト

(ζ

弩

o
色

勺
円
o
彦

戸

一
。。
刈
一
ら
㊤
卜。
N
)
、

ト

ー

マ
ス

・
マ
ン

(]
りげ
○
旨
P
O
oo

7
ド
O
P
口
.
一
〇Q
刈
㎝
ー一
り
㎝
㎝
)
、

イ

ー

ヴ

リ

ン

・
ウ

ォ
ー

(ち

O
ω
-①
⑦
)

な

ど

は

、

い
ず

れ

も

そ

の
よ
う

に
し

た

文

学

者

で
あ

る
。

ま

た

一
方

に

は

、

こ

の
町

に
魅

せ

ら

れ

、

住

み

着

い
て
し

ま
う

人

た
ち

も

あ

っ
た
。

文
筆

の
世

界

で

い
え

ば

、

コ
ル
ヴ

ォ
ー

男

爵
と

自

称

し

た

小

説

家

フ
レ

デ

リ

ッ
ク

・
ロ
ル

フ

(国
『
Φ
傷
Φ
H
一〇
評

幻
O
一h
Φ
・
一
〇c
①
O
I一
㊤
一
ω
)

や

歴

史

家

ホ

レ
イ

シ
オ

・
ブ

ラ

ウ

ン

(出
o
轟

菖
o

しd
門
o
芝
戸

一
。。
器

山
露

①
)

の
よ
う

な

人

た
ち

が
、

そ

れ

で
あ

る
。

し

か
し

、

L

・
P

・
ハ
ー

ト

リ

ー

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
と

の
関

わ
り

方

は

、

そ

の

い
ず

れ
と

も

異

な

る

中

間
的

な

も

の
で
あ

っ
た

。

ハ

ー

ト

リ

ー

は
、

壮

年

期

の
十

二
年

間

に
わ

た
り

、

毎

年

、

春

と

秋

に
、

こ

の
町
を

訪

れ
、

滞

在

を

繰

り
返
し

た

の
で
あ

る
。

そ

の
行

動

様

式

は

、

フ
ラ

ン

ス

の
詩

人

・
小

説

家

ア

ン
リ

・
ド

・
レ

ニ

エ

(自
①
ロ
鼠

α
Φ

窓

oq
ほ
Φ
『
」

。。
象

山
㊤
ω
①
)

に
酷

似

し

て

い
る
。

ハ
ー

ト

リ

ー

は
、

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ

ア

の
と

ら
え

方

に

つ

い
て
も

、

多

く

の
作

品

の
題

材

を

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
か

ら

得
た

点

で
も

、

レ

ニ

エ
に

類
似

し

て

い
る
が

、

こ

の
側

面

に

つ

い
て
は

、

の
ち

に

ふ
れ

る

機

会

が
あ

る
だ

ろ
う

。



ハ
ー
ト
リ
ー
が
は
じ
め

て
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
を

訪
れ
た

の
は
、

一
九

二
二
年
九

月
、

二
十
七
歳

の
と
き

で
あ

る
。

ハ
ー
ト
リ

ー
は
ま
だ

オ

ッ
ク
ス

フ
オ
ー
ド
在
学

中
で
あ

っ
た
。

友
人

ク
リ

フ
ォ
ー
ド

・
キ

ッ
チ

ン

(Ω

窪
霞

α

内
凶需
匡
戸

一
。。
霧
占
り
⑦
8

の
ち

の
小
説
家
)

か
ら

旅
を
誘
わ

れ
、
あ
ま
り
乗
り

気
で
は
な

か

っ
た
が
、

従

っ
た
ら

し

い
。

し
か
し
、
は
じ
め

て
体
験
す

る
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
は
、

予
想

に
反
し

て
快

い
場
所

で
あ

っ
た
ら
し

い
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
現
地
か
ら
母
親
に
宛

て
た
手
紙

に
、

こ
う

書

い
て

い
る
。
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こ
こ
は
じ

つ
に
心
地

の
良

い
と

こ
ろ

で
す

…
…
。

こ
れ
ま

で
毎

日
、

日
が
降
り

注

い
で

い
て
、

ぼ
く

は
、
世

界
中

で
き

っ
と

一

番

安
全

な
浜

辺

で
水

浴
を

し
ま
し

た
。

リ
ド
と

い
う

場
所

で
す

。

…
…
こ

の
町
は

、
お

よ
そ
骨
折
り
と

は
無

縁

の
場

所

で
す
。

ゴ

ン
ド

ラ
は
気

持
ち
を

和
ら
げ

て
く
れ
ま
す

し
、
そ
れ

に
乗

っ
て
ど

こ
か

へ
行
く

の
は
、

時
間
は
か
か

る
け

れ
ど
、

丸
太
を
滑

凹

り

降
り
る
よ
う

に
楽

で
す

。

神
経
症

に
悩

ん
で

い
た

ハ
ー
ト

リ
ー
に
と

っ
て
、

「
気
持
ち
を
和
ら
げ

て
く

れ
る
」

こ
の
町
は
、
あ
り

が
た

い
も

の
で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。
し

か
も
、

「
こ
こ
は
じ

つ
に
心
地
よ

い
と

こ
ろ

で
す
」
と

い
う

認
識
は
ま
た
、

ハ
ー
ト
リ
ー
が

こ
の
町

の
重

要
な

本
質
を

即

座

に

つ
か
み
取

っ
た
と

い
う

こ
と

で
も
あ

っ
た
だ

ろ
う
。

そ
れ
は
、

フ
ラ
ン
ス
人

の
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
通
レ

ニ
エ
が
、
初
訪
問

の
こ

の
町

か
ら

感
じ
取

っ
た
も

の
と
、
ま

っ
た
く

同
じ
だ

っ
た

の
で
あ

る
。
レ

ニ
エ
は

の
ち

に
随
想
集

『
ア
ル
タ
ー

ナ

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
暮
ら

し

≧

欝
暴

8

貯

さ
o
慮

旨
ミ

Φ
§

旦

(一
り
N
O。
)

に
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
書
く
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
は
、
並
外

れ
た
心

地
よ
さ

で
包

み
込
ん

で
く

れ

る
か
ら
、

人
は
、
す
ぐ

に
、
穏

や
か
な

幸
福
感

l
l

友
好

的
な



1QO

く

つ
ろ
ぎ
、
控
え

め
な
喜
び
、
優
し

い
感
謝

の
気
持
ち
ー

1

の
な

か
で
、
生
き

る
よ
う

に
な

る
。

ハ
ー
ト

リ

ー

は
ま

た

、

こ

の
町

に
、

心

地
よ

さ

だ

け

で
な

く

、

憲

㊦
き

㌧融

壽

自
蔑
の
語
り
手
に
、
こ
う

い
わ
せ

て

い
る
。

強

烈
な
生
と
死

の
対
照
を

見

て
取

っ
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
中
編
小
説

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
と
き

ど
き
起

こ
る

こ
と

で
す

が
、

こ
の
と

き
も

、
死

の
観

念
が
わ

た
し

に
付
き
ま
と

い
ま
し

た
。

教
会
、

鐘

の
土
R

美
し

さ
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
人

の
圧
倒
的
な

元
気
さ
、

こ
れ
は
、
ど
れ
を
と

っ
て
も

、
感

覚
が
人
に
与
え

て
く

れ

る
も

の
、

つ
ま
り
、

生
を

強
調
し

て

い
る
で
し

ょ
う

。
し
か
し

、
そ
う

い
う

生
を
受

け

人
れ

る
こ
と

が

で
き
な

い
と
な
れ

ば
、
そ
れ

と
は

正
反
対

の
、

死
し
か
残

っ
て

い
ま
せ

ん
。

北

の
国

々
に
は

、
さ
ま
ざ
ま
な

度
合

い
の
生

が
あ

る

の
で
す

。

で
も
、

イ
タ

リ

ア
は

コ
ン
ト

ラ
ス
ト

の
国

で
、
中
間
的
色
調

の
国
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
れ
は
、
ト

ー

マ
ス

.
マ
ン

『ヴ

ェ
ニ
ス
に
死
す

b
鶏

§

儀

貯

謡

寵

鐘

(一
㊤
一
N
)
に
典
型
的

に
み
ら
れ
る
よ
う
な

、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
を

死
に
取
り

懸
か
れ

て

い
る
町
、
そ
し

て
そ

こ
を

訪
れ
る
人
を

死
に
引
き

込
む

町
、
と

み
る
捉
え

方
を
包
含
し

つ
つ
、

同
時

に

そ
れ
を

超
え

て

い
る
と
も

い
え

そ
う

な
認
識

で
あ

る
。

な
お
、

ハ
ー
ト

リ
ー

の
さ
き

ほ
ど

の
手

紙

の
な

か
に

「
リ
ド
」
と
あ

っ
た

の
は
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
潟

湖
を

ア
ド
リ

ア
海
か
ら
隔

て

て

い
る
細
長

い
砂
州

の
島

の
こ
と

で
あ

る
。
こ
の
島

の
ア
ド
リ

ア
海
側

の
浜
辺
に
は
、
十
九
世
紀
後
半

か
ら

海
水

浴
施
設
が

つ
く
ら
れ
、

さ
ら

に

二
十
世
紀
転
換

期
に
は
豪
華
な

リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
も

建

て
ら
れ

て
、

の
ち

に
ヴ
ィ
ス

コ
ン
テ
ィ

(い
琴

置
8

≦

ω
。
o
⇒
昌

一
8

①
。
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一
り
蕊
)

監
督

の
映
画

『ベ

ニ
ス
に
死
す

き

試
Φ
勘

く
魯

Φ
題
.旦

(一
㊤
コ
)

に
再
現
さ
れ

る
よ
う

な
、

上
流
階
級

の
国
際
的
保
養

地

.
社

交

場
と
な

っ
て

い
た
も

の
で
あ

る
。

さ

て
、

ハ
ー
ト

リ
ー
は
、

一
九

二
四
年

に
も
、

一
九

二
五
年

に
も

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
が
、

一
九

二
七
年
九
月

に
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
を

訪
れ
た
と
き

か
ら
は
、

ホ
テ

ル
で
な
く
、

普
通

の
邸

の
数

部
屋
を

借
り

て
住
ま
う

よ
う

に
な

っ
た
。

聖
セ

バ
ス
テ
ィ
ア
ー

ノ
河
岸

に
あ

る
そ

の
家

(Qっ
き

ω
Φ
σ
霧
口
き

o

駅
命

番

地
)

は
今
も
残

っ
て

い
る
。
問

口
の
あ

ま
り

広
く
な

い
家
だ
が
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
の
家

屋
は

一
般
に
、
京

都

の
町
屋
と
似

て
奥

行
き
が

深

い
の
で
、
お
そ
ら
く
は

こ
れ
も

け

っ
し

て
小
さ
な
家

で
は
あ

る
ま

い
。
家

の
正
面
は

全
体

に
古
び
、

二
階
は
円
形

ア
ー
チ
窓
が

四

つ
連
な

っ
て
、
中
央

に
バ

ル

コ
ニ
ー
が

つ
い
て

い
る
。
外
観
は
さ
し
て
豪
華
な
も

の
で
は

な

い
が
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
家
は
、
外
観
か
ら
は

予
想

で
き
な

い
ほ
ど
内
装
が
豪
華

で
あ

る
こ
と
が
少
な
く

な

い
か
ら
、

こ
の
家
も

そ

う

で
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
。

聖
セ
バ

ス
テ
ィ
ア
ー

ノ
河
岸
は
、
幅
広

い
ジ

ュ
デ

ッ
カ
運
河
に
南

面
す

る
土
手
路

フ
ォ
ン
ダ
メ

ン
テ

・
ザ

ッ
テ
レ
を
西
端

ま

で
歩

い

て
、

北
に
曲
が
り
、

「
風

の
小
路
」
と

い
う

名

の
路

地
を
抜

け
、
小

運
河
沿

い
に
百

メ
ー
ト

ル
ほ
ど

歩

い
た
と

こ
ろ
に
あ

る
。

こ

の
地

区
は
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
な
か

で
も
、
聖

マ
ル

コ
広
場
や
リ

ア
ル
ト
橋
あ

た
り
と
は
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
地
元

の
人
た
ち
し
か

い
な

い
、

静
か
な

と

こ
ろ
で
あ

る
。

聖
セ
バ

ス
テ

ィ
ア
ー

ノ
河
岸

の
名

は
、
小

運
河
を
跨
ぐ

小
橋
を

渡

っ
た
と

こ
ろ

に
聖

セ
バ

ス
テ
ィ

ア
ー

ノ

(セ

バ

ス
テ
ィ
ア

ヌ
ス
)

教
会
が
あ

る
と

こ
ろ
か
ら

、
付
け
ら
れ
た
も

の
で
あ

ろ
う

。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
滞
在
し

て

い
る
家

の
バ

ル

コ

ニ
ー
か
ら
、
教
会

の
正
面

に
据
え

ら
れ
た
、
矢

で
射
ら
れ

て
殉
教

す
る
聖
人

セ
バ

ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
像
を
眺

め
る
こ
と
が

で
き

た
。

ハ
ー
ト

リ
ー

の
滞
在

し
た

こ
の
家

は
、
ヴ

ァ
ン

・
デ
ル

・
フ
ー
ヴ

ェ
ン
と

い
う

名

の
夫
人

の
所
有
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。
夫

人
は

ロ

シ
ア
人

で
、

オ

ラ
ン
ダ
人
男
爵

の
寡

婦

で
あ

っ
た
。
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
は
、
十

八
世
紀
末

に
共
和
国
が
崩
壊
し

て
以
来
、
長
期

に
わ
た
る
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異
民
族
統
治
と
経

済
不
況
と
を

経
験

す
る
な

か
で
、
多
数

の
館

や
家
が

裕

福
な
外
国
人

の
所
有
物
と
な

っ
た
。
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
は
そ

の

意
味

で
も

国
際
色
曲
豆
か
な

町
で
あ

っ
た

の
だ

が
、
こ

の
聖
セ
バ

ス
テ
ィ

ア
ー
ノ
河
岸

の
家
も
、

同
様

の
経

過
を
た
ど

っ
て

い
た
も

の
だ

ろ
う

。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、

こ
の
家

の
数
室

を
借
り
た

の
で
あ

る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、

こ

の
の
ち
、
毎

年
、
春
と

秋
に
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

の
こ
の
家
に
や

っ
て
き

て
、
春
秋
そ
れ
ぞ
れ

三
ヶ
月
ず

つ
を
過
ご

し
た
。

一
年

の
半
分
は
、

こ
こ
に
滞
在
す

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
以
外

で
は
、

こ

の
こ
ろ
ま
だ

自
分

の
家
を
持
た
ず
、

両
親

の
家
や
、
友
人

の
家
を
転

々
と
し

て
過
ご

し

て

い
た
か
ら
、
セ
バ

ス
テ
ィ
ア
ー

ノ
河
岸

の
こ

の
家
が
事
実

上

の
本
拠

で
あ

っ
た
と

い
え

る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、

こ

の
家

で
、
書

評

の
原
稿
と
、
長
編

・
短

編

の
小

説
と
を
書

い
た
。

代
表
作

憲

Φ

O
o
自

無
婁
Φ
魯

も

こ

の
家

で
執
筆
さ

れ
た
も

の
で
あ

る
。

こ

の
家
は
ま

た
、
英

国
の
友

人

・
知
人
た
ち
と
交

友
す

る
場

に
も
な

っ
た

。

デ
イ
ヴ

ィ

ツ
ド

・
セ

シ
ル
を
は
じ
め
と
す

る
母
国

の
友

人

・
知
人
が
訪

れ
た
り
、
滞
在
し
た
り
す

る
場

所
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
が
新
た

に
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
知
り
合

っ
て
親
交
を

結

ん
だ

人
た
ち

の
な
か
に
バ

ー
ク
レ
ー
伯
爵
夫
人

モ
リ
ー
が
あ

る
。

モ
リ
ー

・
バ
ー

ク
レ
ー
、
小
説

》

℃
Φ
幣

象

き

臼
き

の
献
辞
に
名
を

記
さ
れ
る
女
性

で
あ

る
。
バ
ー
ク
レ
ー
夫
妻

の
ヴ

ェ
ネ

ッ
ィ
ア

で
の
家
は
、

バ
ル
ビ

の
館

で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、

こ

の
町

の
目
抜
き

通
り

で
あ

る
大
運
河
に
面
し
た
豪
華
な
館

で
、
今
は
ヴ

ェ
ネ
ト
州

庁
舎

の
お
か
れ

て

い
る
建
物
で
あ
る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
が
小
説

肉
器

賦
o
o
き

儀
L§

魯

で
主
人
公

の
滞
在
す

る
館

の
モ
デ
ル
の
ひ
と

つ
に

し
た

の
は
、

お
そ
ら
く

、
こ

の
バ

ル
ビ

の
館
で
あ

ろ
う
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
も
活
発
な
社
交
を
お

こ
な

っ
た
。

こ

の
町
に
は
、
以
前

か
ら
、
母
国
を

捨

て
た
り
、
半
ば
捨

て

た
り

し

て
住
み
着

い
た
富
裕
な

英
米
人

の
つ
く

る

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ

っ
た
。

こ
の
集
団
は
、
彼
ら
だ
け
で

一
種

の
貴
族
社
会
を
形

成
し

て
い
て
、
リ
ド

で
水
浴
を
し

て
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
よ
う

な
同
国
人
た
ち
を
軽
蔑
し

て

い
た
。

バ
ー
ク
レ
ー
夫
妻
も

こ
の
貴
族
社
会
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の

一
角
を
な
し

て

い
た

の
で
あ

る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
が
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
暮
ら
し
を

し
た

こ
ろ
、

こ
の

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
君
臨
し

て

い
た

の
は
、
ジ

ョ
ン
ス
ト

ン
夫

妻
で
あ

っ
た
。

米
国
出
身

の
人
た
ち

で
あ
る
。
ジ

ョ
ン
ス
ト

ン
夫

人

(
ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
出
身

の
富
裕
な

ユ
ダ
ヤ
女
性

で
あ

っ
た
)

は
、

の
ち

に

ハ
ー
ト
リ
ー

の
中
編
小
説

奪

9

G
鋤
ほ
亀
黛

沁
o
o
蝕
く
窃

の
女
主
人
公

の
モ
デ

ル
と
な

る
人
で
あ

る
。

こ

の
夫
妻
は
、

北
方

の
潟

に
面

し

た
、
広

い
庭

の
あ

る
、
豪

華

な
館

(
コ
ン
タ
リ
ー

二

・
ダ

ル

・
ザ

ッ
フ
ォ
の
館
)

に
住
ま

い
、

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
居
住

.
滞
在

.
訪

問
す

る
人
た
ち
を

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
受

け
入
れ
る
か
ど
う

か
、
き

び
し
く

吟
味
し

て

い
た
。
た
と
え
ば
、
愛
人

の
ダ

ン
サ

ー
を
連
れ

て
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を

訪
れ
た
東
洋
学
者

ア
ー
サ
ー

・
ウ

ェ
イ
リ
ー

(〉
『
島
⊆
『
自

巴
Φ
ざ

一
。。
。。
¢
山
㊤
①
①
)

の
よ
う

な
人
は
、
受

け
入
れ
を

拒
否
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は
ジ

ョ
ン
ス
ト

ン
夫
妻

に
受
け

入
れ

て
も
ら
え
た
が
、

ハ
ー
ト

リ
ー
が
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
交
際
を
し

た

の
は
、
基
本
的

に
こ

の
英
米
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
人
た
ち

で
あ

る
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
人
上
流
階
級
は
、

こ
の
英
米
人
集

団
を
本
質
的

に
は
受
け

入
れ

て

い
な

か

っ
た
た
め
、

ハ
ー
ト

リ
ー

の
交

際
範

囲
も

ま
た
、

基
本
的
に
は
英
米

人
社
会

に
限
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
町

に
は
、
主

に

英
米
人

の
た

め

の
教
会
と
し

て
、

英
国
国
教
会

の
聖
ジ

ョ
ー
ジ
教
会
が
あ

る
が
、

ハ
ー
ト

リ
ー
も
、
滞
在
中
は
、
ジ

ョ
ン
ス
ト

ン
夫
妻

な
ど
と
と
も

に
、
そ

こ

へ
通

っ
た
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
滞
在
す

る
と
き

ハ
ー
ト
リ
ー
は
専
用

の
ゴ

ン
ド
ラ
と
船
頭

ど
を

雇

っ
て

い
た
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は
、

こ
の
ゴ

ン
ド
ラ

で
潟
に
出
か
け
る

の
を
無
上

の
喜
び
と
し
、
自
ら
も

ま
た
、
楽
し
み

の
た
め
に
擢
を
操

る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー

の
短
編
中
、

本
邦

で
初
め

て
紹
介

さ
れ
た

「ポ

ド

ロ
島
」
も

、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
周
辺

の
潟

で
、

ゴ

ン
ド

ラ
を

乗
り

回
し
た
体
験
を
背

景
に
し
た
も

の

で
あ

っ
た
。
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こ
う

し

て
、

一
年

の
半
ば
を

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
過
ご
す

生
活

は
、

一
九
三
九
年
、

英
伊
が
交
戦
を

開
始
す

る
ま

で
続

い
た
。

ハ
ー
ト

リ
ー
、

四
十

四
歳

で
あ

る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
が
英
国
に
家
を

構

え
た

の
は
、

こ
れ
以
後

の
こ
と

で
あ
る
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
こ
う

い
う
暮
ら

し
方
を
し

て

い
る
十
数
年

の
あ

い
だ

に
、
本
質
的

に
時

の
止

っ
て

い
る
町
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
も
多

少

の
変
化
は
生
じ

て

い
た
。

聖
セ
バ
ス
テ
ィ

ア
ー
ノ
河
岸

の
家

の
前

の
小
運

河
は

モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
専
用
路
と
な
り
、

ゴ

ン
ド

ラ
を

横

付
け

で
き
な
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
。
ジ

ョ
ン
ス
ト

ン
夫
人
も
亡
く
な

り
、
英
米

人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
指
導
者

を
失

っ
た
。
し

か
し
、

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
は

ハ
ー
ト

リ
ー
に
と

っ
て

「わ
た
し

の
思

い
が
向
か

っ
て
し
ま
う

場
所
、
わ
た
し

の
根

が

い
ち

ば
ん
深

《
降
り

て

い
る

場
所
」

で
あ

っ
た
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
が

ハ
ー
ト
リ
ー

に
と

っ
て
居
心
地

の
良

い
場
所

で
あ

っ
た
理
由

の
ひ
と

つ
に
、
現
地

で
接
す

る
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
人
、

と
り
わ

け
使
用
人
た
ち
を
気

に
入

っ
て
い
た

こ
と
も
あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
は
手
紙
に
こ
う

書

い
て

い
る
。

英
国

の
村

の
生
活

で
得
ら
れ
そ
う

な

個
人
的
な

さ
ま
ざ
ま

な
些

事
に

つ
い
て
は
、

ヴ

ェ
ネ

ッ
ィ
ア
で
じ

ゅ
う

ぶ
ん
に
得

て

い
る

と

思

い
ま
す
。

彼
ら

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
人
た
ち
は
、

人
に
大
き

な

関
心
を

抱
き

ま
す

か
ら

、
そ
れ
を

返
す

の
も

簡
単
、
ず

っ
と
簡

単

で
す
。

階
級

の
区
別

の
強

い
こ
こ
英

国
よ
り
も
簡
単
だ
と

思

い
ま
す
。

第

二
次
世

界
大
戦
も
終
わ

っ
た

一
九

四
七
年
、
五
十

二
歳

の

ハ
ー
ト

リ
ー
は
、

八
年

ぶ
り

に
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
。
大
戦

に
よ

っ
て
英

国
社
会
が
大
き
く
変
貌
し
た

の
を
嫌

悪
し
て

い
た

ハ
ー
ト
リ
ー

は
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
も
変
わ

っ
て
し
ま

っ
て

い
る

の
で
は
な

い
か

と

怖
れ

て

い
た
が
、

予
想
し

て

い
た

ほ
ど

で
は
な

か

っ
た
ら
し

い
。
現

地
か
ら
出
し
た
手
紙

の
な
か
で
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
万
事
が

「楽
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し

い
」

と
書
き
、

↓
友
人
は

少

々
、

い
や
、
た

ぶ
ん
大

い
に
と

い

っ
た

方
が
よ
さ
そ
う

に
、

欠
け

て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

大
歓

迎
な
様

子

の
顔
が
至

る
所

に
見
ら
れ

ま
す
」
、
と
書

い
た
。
も

っ
と
も
、

聖
セ

バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
河
岸

の
家

で
は
、
老

男
爵

夫
人
が
歓

迎
し

て

い
る
様
子
を
見
せ

た
も

の
の
、

ハ
ー
ト
リ
ー
に
は
、
外

の
見
え
な

い
寝
室
と

食
堂

の
二
問
し
か
貸
し

て
く

れ
な

か

っ
た
。

男
爵
夫
人

に
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
た
せ

い
だ

ろ
う

か
、

一
九

四
九
年

以
後
、

五
三
年
ま

で
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
に
滞

在
す

る
と
き

に
は
、

聖
セ
バ

ス
テ
ィ

ア
ー
ノ
河
岸

を
離
れ
、

聖
ト

ロ
ヴ

ァ
ー
ゾ

地
区
に
あ

る
ボ

ン
リ
ー

こ
の
館

の
ア
パ
ー
ト
メ

ン
ト
を

借
り
た
。

聖
ト

ロ
ヴ

ァ
ー
ゾ

地
区
と

い
え
ば
、

こ
れ
も
ザ

ッ
テ
レ
河
岸

に
近

い
が
、

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー

ノ
河
岸
よ
り
も

ア
カ
デ

ミ
ア
美

術
館

に
ず

っ
と
近
寄

っ
た
場
所
で
あ

る
。
あ

い
に
く

の
こ
と
な
が
ら
、

こ

の
家

主
で
あ

る
女

性
と

ハ
ー
ト
リ
ー
は
う

ま
く

ゆ
か
な
か

っ

た
ら
し

い
。

一
九

五
四
年
に
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を

訪
れ
た
と
き

に
は
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
ホ

テ
ル
に
滞

在
し
て

い
る
。

ハ
ー
ト

リ
ー
も
高
齢

(五
十
九

歳
)

に
な
り
、

外
国
に
片
足
を

置
く
生
活
は
苦
痛

に
な

っ
て
き
た
と

い
う

こ
と
だ

ろ
う

。
そ
れ
に
、

こ

の
こ
ろ
に
は
、

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア

愛
好
家

の

ハ
ー
ト
リ
ー
も

、

こ
の
町
に
食
傷
し

て

い
た
様
子
が
み
え

る
。

一
九

五
八
年

、
講
演
旅
行

で
訪
れ
た

ハ
ー
ト

リ
ー
を

、
ヴ

ェ

ネ

ツ
ィ
ア
の
聴
衆
は

「熱
烈

に
歓
迎
し

て
く
れ
た
と

い
え

そ
う
」

で
あ

っ
た

の
だ
が
。

し
か
し
、

一
九
七

二
年
、
死
も

間
近

い
床

の
な
か

で

ハ
ー
ト
リ
ー
が
な

つ
か
し
く

思

い
出
し

て

い
た

の
は
、
昔
慣
れ
親
し
ん
だ
ヴ

ェ

ネ

ツ
ィ
ア
の
こ
と

で
あ

っ
た
。
死

の

一
ヶ
月
煎

親
友
ジ

ョ
ウ

ン

・
ホ
ー

ル
に
宛

て
た
手
紙
に
は
、
こ
う
書

か
れ

て

い
る
。

〔
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を
非

難
し
た
く

な
る

の
も

〕
じ

つ
は

こ
ち
ら

の
精
神

状
態

の
せ

い
で
す
。

い
つ
も

ひ
じ

ょ
う

に
幸
せ
な
状
態

で

は
な

い
わ
け

で
。

エ
リ
ザ

ベ
ス

・
ボ
ウ

エ
ン
が
、
橋

の
ひ
と

つ
か
ら
身
を

乗
り
出
し

て

い
た
ら
、

眼
か
ら
涙
が
あ

ふ
れ
出
た
わ
、
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な
ぜ
だ

か
わ
か
ら
な
か

っ
た
け

れ
ど
、
と
昔

い
っ
た
こ
と

が
あ

り
ま
す

。
そ
う

な
る

の
は
、
あ
れ

ほ
ど
完
壁
な

光
景

を
見
る
と
、

何
も

付
け
加
え

る

こ
と
が

で
き

な

い
し
、
何
を

取
り
去

る
こ
と

も

で
き
な

い
か
ら

で
し

ょ
う

。
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
を

離
れ

る
と
き

に
は

、
わ
た
し
も

昔
は
激
し

い
ノ
ス
タ

ル
ジ

ア
を
感
じ
た
も

の
で
す
が
、

そ

の
気
持
ち
も
し

だ

い
に
失
せ
、

最
後

に
去

っ
た
と

き

に
は
、
立
ち

去
る

の
を
あ
り

が
た
く

思

っ
た
も

の
で
す
。

暑
熱
が
濡

れ
た
大
き

な
毛
布

の
よ
う

に
降
り
か

か

っ
て

い
ま

し
た

か
ら
ね

。

で
も

、
そ

の
と
き

に
は
わ
た

し
も
す

っ
か
り

年
を

と

っ
て

い
ま

し
た
。

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
か
ら
得
ら

れ
る
も

の
は

、
そ

脇

れ
ま

で
に
得

て

い
た

の
で
す
。

お

わ

り

に

今

回
の
拙
稿
で
は
、

お
そ
ら
く

は
本
邦
で
あ
ま
り

よ
く

知
ら
れ
ぬ
ま
ま

の
作
家

L

・
P

・
ハ
ー
ト
リ
ー

に

つ
い
て
、
履
歴
を

概
観
し

た
う
え

で
、

都
市
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
と

の
関
わ
り

方
を
敵
目
兄
し

て
み
た
。

ハ
ー
ト

リ
ー

の
履
歴
と

の
関
わ
り

で
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を

見
る
場

合
、
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
は

つ
ぎ

の
よ
う
な
も

の
で
あ

ろ
う
と

思

つ
。

第

一
に
、

こ

の
作
家

が
、
壮
年
期

の
十
数
年

間
、

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を
事

実
上

の
本
拠
と
し

て
過
ご
し
た

関
わ
り

の
深
さ

に
、
注
目
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

第

二
に
、

ハ
ー
ト

リ
ー
が
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
心
地
よ
さ
を
感

じ
取
る
と
と
も

に
、
生
と
死

の
強

い
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を

捉
え

て

い
る
点

に
注

目
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

第

三
に
、

ハ
ー
ト

リ
ー
に
と

っ
て
、

ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ
ア
が
、

英
国
社
会

へ
の
違
和
感
と
、
父
母
姉

へ
の
疎
ま
し
さ
と

い
う

二

つ
の
も

の

か
ら
逃
れ
る
避
難

肌
に
な

っ
て

い
た
点
に
注
目
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

(
こ
の
稿
続
く
)
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